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小
　
葉
　
田

sms一．

俘

【
要
約
】
　
熊
野
地
方
、
現
在
の
三
重
県
南
牟
婁
郡
・
和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
の
銅
鉱
の
存
在
状
況
な
ど
よ
く
調
査
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
、
昭
和
に
入
り
か
な

り
大
規
模
な
採
掘
も
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
近
世
、
熊
野
銅
山
の
名
は
か
な
り
著
わ
れ
て
い
て
、
報
告
さ
れ
た
銅
山
名
も
数
十
以
上
に
及
び
、
し
か
も
そ

の
大
部
分
は
近
世
前
期
に
す
で
に
開
発
採
掘
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
所
在
が
は
っ
き
り
し
な
い
銅
山
が
多
く
、
そ
の
調
査
の
た
め
規
地
の
郷
土
史

家
の
熱
心
な
協
力
を
う
け
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
う
ち
重
要
な
銅
山
は
い
ず
れ
か
、
ま
た
そ
れ
ら
銅
山
の
稼
行
や
産
銅
の
経
緯
に
つ
い
て
も
殆
ど
不
明
の
ま

ま
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
鹿
接
的
な
史
料
は
は
な
は
だ
乏
し
く
、
大
阪
に
お
け
る
熊
野
銅
の
廻
着
・
売
買
・
製
錬
に
つ
い
て
の
史
料
な
ど
よ
り
も
集
わ

せ
考
え
て
、
こ
れ
ら
の
閥
題
を
追
究
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
六
沓
巻
五
号
　
一
九
八
○
年
九
月

一
　
は
　
じ
　
め
　
に

　
近
世
以
来
、
熊
野
銅
山
の
名
は
か
な
り
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
紀
伊
の
口
奥
の
両
熊
野
、
そ
の
内
で
現
在
の
三
重
県
南
牟
婁
郡
と
和
歌
山
県

東
牟
婁
郡
に
分
布
す
る
銅
の
鉱
脈
の
状
況
は
ほ
ぼ
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
近
世
の
文
献
に
現
わ
れ
る
熊
野
銅
山
は
、
い
ず
れ
に
相

当
す
る
か
は
黒
し
も
明
確
で
億
な
い
。
熊
野
銅
山
と
は
熊
野
地
方
の
銅
山
を
意
味
す
る
が
、
時
期
に
よ
っ
て
そ
の
指
し
て
い
る
銅
山
は
違
っ
て

い
る
と
考
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
即
ち
こ
の
地
方
で
は
試
掘
さ
れ
或
は
採
掘
さ
れ
、
ま
た
再
掘
さ
れ
た
銅
山
は
数
十
ケ
所
以
上
に
も
達
す
る
が
、

同
時
期
に
は
二
、
三
ケ
所
な
い
し
数
ケ
所
程
度
の
銅
山
が
稼
行
さ
れ
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
熊
野
銅
由
の
稼
行
の
経
緯
や
産
銅
の
状
況
な
ど
に
い
た
っ
て
は
、
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
史
料
の
乏
し
い
か
ら
で
も
あ
る
。
自
分
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は
年
来
、
熊
野
銅
山
に
つ
い
て
多
少
注
意
し
て
き
た
が
、
現
地
の
史
料
は
き
わ
め
て
乏
し
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
を
問
題
と
す
る
に
当

た
っ
て
、
現
地
を
踏
査
し
史
料
を
訪
ね
ま
た
故
老
の
話
な
ど
を
聞
く
べ
き
で
あ
っ
た
。
し
か
し
容
易
に
そ
の
機
会
を
つ
か
め
な
か
っ
た
が
、
素

い
同
地
方
に
熱
心
な
郷
土
史
研
究
者
が
あ
り
、
と
く
に
新
宮
市
の
倉
本
修
武
氏
は
紀
州
銭
の
研
究
者
で
熊
野
銅
山
に
も
強
い
関
心
を
持
ち
、
自

分
の
調
査
に
多
大
の
援
助
を
与
え
ら
れ
た
。

　
先
き
に
南
・
東
の
面
牟
婁
郡
の
銅
鉱
脈
の
状
況
は
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
と
記
し
た
が
、
そ
れ
は
た
と
え
ば
昭
和
九
年
こ
ろ
か
ら
第
二

次
大
戦
後
に
か
け
て
石
原
産
業
（
株
）
が
開
発
採
掘
し
た
紀
州
・
妙
法
の
両
鉱
山
の
鉱
区
に
関
す
る
報
告
な
ど
か
ら
も
読
み
と
れ
る
。
即
ち
近

世
の
熊
野
銅
山
の
う
ち
重
要
な
も
の
は
、
だ
い
た
い
こ
の
両
鉱
山
の
鉱
区
内
に
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
そ
こ
で
昭
和
三
十
一
年
刊
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

原
広
一
郎
著
の
「
創
業
三
十
五
年
を
回
顧
し
て
」
か
ら
両
鉱
山
の
開
発
採
掘
の
要
旨
を
紹
介
し
て
参
考
と
し
よ
う
。

　
石
原
産
業
は
昭
和
九
年
以
来
、
熊
野
川
の
一
枝
流
の
楊
枝
川
上
流
の
惣
房
地
区
の
鉱
区
等
を
入
手
し
、
こ
れ
ら
楊
枝
地
方
の
鉱
山
を
三
和
鉱

山
と
命
名
し
、
い
っ
ぽ
う
北
上
川
沿
い
の
大
払
・
室
谷
の
鉱
区
を
買
収
し
て
紀
州
鉱
由
と
称
し
た
。
こ
の
両
鉱
山
の
一
帯
に
か
け
往
時
採
掘
し

た
跡
が
あ
り
、
製
錬
の
と
き
の
か
ら
み
が
散
在
し
て
い
た
。
昭
和
十
一
年
大
燈
・
湯
の
ロ
の
間
に
大
切
燧
道
を
掘
り
、
次
い
で
湯
の
口
か
ら
楊

枝
川
・
惣
房
に
達
す
る
延
長
三
、
○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
燧
道
掘
さ
く
に
着
手
し
て
昭
和
十
三
年
貫
通
し
、
こ
の
間
に
湯
の
口
本
鑓
・
大
谷
本
鑛

な
ど
東
西
走
向
の
鉱
脈
に
切
り
当
て
た
。
ま
た
大
愚
か
ら
小
口
谷
、
小
口
谷
か
ら
板
屡
へ
と
開
さ
く
し
、
前
後
二
年
五
ケ
月
を
も
っ
て
総
延
長

五
、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
燧
道
が
完
成
し
た
。
馳
駅
十
二
年
板
屋
に
選
鉱
場
を
建
て
三
和
鉱
山
の
鉱
石
を
も
合
わ
せ
選
鉱
し
、
同
十
四
年
紀
州

三
和
両
鉱
山
を
統
合
し
て
紀
州
鉱
山
と
し
て
本
部
を
板
屋
に
置
い
た
。
精
鉱
は
紀
勢
西
線
阿
田
和
駅
ま
で
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
し
、
貨
車
で
勝
浦
へ

運
び
船
便
で
製
錬
場
へ
送
っ
て
い
た
が
、
昭
科
十
六
年
に
板
屋
・
阿
田
和
駅
間
に
架
空
索
道
が
完
成
さ
れ
、
阿
田
和
駅
で
貨
車
積
み
し
、
紀
勢

西
線
神
浦
に
専
用
の
積
出
港
を
施
設
し
て
こ
こ
へ
運
ん
だ
。

　
色
川
村
か
ら
那
智
町
（
現
在
の
那
智
勝
浦
町
）
に
か
け
、
妙
法
山
を
中
心
と
し
た
一
帯
の
地
域
に
お
い
て
、
昭
和
十
一
年
礼
川
村
籠
の
鉱
区

を
買
収
、
同
十
三
年
同
村
門
満
地
の
鉱
区
、
同
十
九
年
同
村
小
坂
の
鉱
区
を
、
そ
れ
ぞ
れ
入
手
し
て
以
上
三
鉱
区
を
併
わ
せ
妙
法
鉱
山
と
よ
ん
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だ
。
大
戦
後
昭
和
二
十
三
年
色
川
村
平
野
の
鉱
区
、
那
智
鉱
山
を
買
収
し
、
同
二
十
六
年
那
智
に
綜
合
選
鉱
場
の
建
設
に
着
工
し
、
色
川
・
那

智
地
区
を
合
わ
せ
採
鉱
運
搬
の
計
画
を
進
め
た
。
し
か
し
資
金
等
の
ゆ
き
詰
り
も
あ
り
、
同
二
十
九
年
妙
法
鉱
山
を
三
菱
金
属
鉱
業
（
株
）
へ

譲
渡
し
た
。

　
①
「
創
業
三
十
五
年
を
回
顧
し
て
」
一
〇
三
－
一
一
六
頁
。
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二
　
熊
野
銅
山
の
名
称
と
所
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
す
　
ほ
　
　
す
す
き

　
近
世
、
熊
野
の
銅
山
名
を
記
し
た
文
献
は
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
先
ず
文
政
八
（
一
八
二
五
）
年
の
序
の
あ
る
「
十
寸
穂
の
薄
」
に
「
熊
野
銅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

山
の
箇
所
地
の
名
爵
左
」
と
し
て
七
五
ケ
所
の
多
数
の
銅
山
名
を
あ
げ
て
い
る
。
次
に
元
禄
二
（
一
六
八
九
）
年
二
月
九
日
付
の
津
軽
利
右
衛
門

他
三
人
が
記
し
た
「
諸
国
諸
山
ノ
宛
滋
雨
」
と
題
し
た
記
録
に
、
一
五
ケ
国
計
一
〇
七
ケ
山
の
鉱
山
名
を
あ
げ
、
紀
伊
で
は
銅
山
七
ケ
所
を
収

　
　
　
②

め
て
い
る
。
こ
れ
を
以
下
史
料
A
と
す
る
。

　
第
三
に
未
（
元
禄
十
六
）
七
月
十
九
日
付
で
、
江
戸
に
詰
め
て
い
た
泉
屋
孫
兵
衛
・
大
坂
屋
八
右
衛
門
が
提
出
し
た
「
諸
国
銅
山
覚
書
」
が
あ

る
。
こ
れ
は
御
勘
定
所
役
人
の
関
善
左
衛
門
・
下
村
甚
兵
衛
の
要
請
に
よ
る
も
の
で
、
元
禄
十
四
年
に
は
大
坂
に
銅
座
が
設
け
ら
れ
て
、
銅
の

増
産
、
長
崎
御
用
銅
（
輸
出
銅
）
の
確
保
な
ど
が
計
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
ら
の
参
考
と
す
る
意
味
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
覚
書
に
よ
る
と
、
諸

国
銅
山
一
二
一
ケ
所
、
内
紀
伊
の
分
は
三
六
ケ
所
で
、
そ
の
写
し
は
大
坂
の
本
店
に
届
け
ら
れ
た
が
、
泉
屋
（
住
友
）
で
は
播
州
の
銅
山
三
ケ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

所
を
書
添
え
計
二
一
四
ケ
所
と
し
て
、
な
お
他
に
数
ケ
所
の
見
立
山
が
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
を
以
下
史
料
B
と
す
る
。
さ
ら
に
元
禄
十

二
年
卯
極
月
に
清
水
覚
太
夫
か
ら
紀
州
藩
の
郡
奉
行
あ
て
の
「
村
々
銅
山
書
上
帳
」
が
あ
る
。
覚
太
夫
は
御
目
付
或
は
代
官
で
あ
ろ
う
か
。
こ

れ
は
牟
婁
基
色
三
組
の
諸
村
所
在
の
銅
山
一
九
ヶ
所
に
つ
い
て
稼
行
の
経
過
を
述
べ
、
鼻
水
に
よ
る
田
の
い
た
み
の
有
無
、
損
害
に
対
す
る
勝

浦
役
所
よ
り
の
補
償
の
事
実
な
ど
を
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
当
時
一
五
ケ
所
は
す
で
に
休
蓋
し
、
四
ケ
所
の
み
庄
主
（
熊

野
地
方
で
は
山
主
を
意
味
す
る
ら
し
い
）
が
存
し
て
い
る
。
現
在
の
も
の
は
、
原
本
が
虫
害
で
損
傷
し
た
の
で
享
保
十
四
（
一
七
二
九
）
年
十
一
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銅
　
山
　
名

村
名

町
　
　
村
　
　
名

旧
町
村
名

組
名

A

B

備

考

1
　
大
栗
栖
山

紀
和
町
大
栗
栖

し
る
う
入
鹿
村
大
栗
栖

入
　
鹿

長
野
銅
山

2
　
赤
松
山

板
屋
村

同
町
板
屋

同
村
板
屋

同

板
　
　
谷

3
　
赤
木
山
　
く
る
　
　
　
つ
4
　
蔵
土
　
山

蔵
土
村

同
町
赤
木
古
座
川
町
蔵
土

西
山
村
赤
木
三
尾
川
村
蔵
土

　
同
古
座

蔵
　
　
土

5
　
高
瀬
　
山

大
河
内

紀
和
町
大
河
内

入
鹿
村
大
河
内

入
鹿

6
　
二
　
夢
山

7
　
小
　
淵
　
山

、
　
　
　
　
　
　
　
琳
4
　
　
　
　
　
　
渉

8
　
惣
　
多
　
山

9
　
堀
子
山

10

@
朴
木
山

11

@
大
河
内

紀
和
町
大
河
内

入
鹿
村
大
河
内

入
鹿

大
　
河
　
内

宝
永
八
、
大
河
内
山
清
五
郎

12

@
滝
真
失

13

@
樫
原
　
山

那
智
勝
浦
町
樫
原

色
目
村
樫
原

古
座

柏
原
銅
山

柏
　
　
原

14

@
佐
　
部
　
山

熊
野
川
町
佐
部

田
原
村
佐
部

太
　
田

15

@
黒
津
山

古
座

古
座
町
古
座

古
座
町
古
座

古
座

黒
ウ
ツ
銅
山

16

@
尾
　
呂
志

紀
和
町
羅
呂
志

蓄
電
志
村
大
野

楽
壇
志

尾
呂
志

17

@
小
　
阪
山

色
　
川

那
智
勝
浦
町
小
阪

色
川
村
小
阪

色
　
川

小
　
　
坂

18@
円
満
寺
山
　
た
の
　
　
か
い
　
　
と
1
9
　
田
　
垣
　
内

同
　
町
円
満
寺
同
　
町
田
垣
内

同
村
円
満
八
面
村
田
壇
内

同
同

円
満
寺
田
　
　
垣

20

@
篭
　
　
　
尻

同
　
町
田
垣
内

同
村
田
垣
内

同

簿
　
　
尻

21

@
樋
　
谷
　
山

同
　
町
田
垣
内

同
村
田
垣
内

同

22
@
東
　
　
　
山

同
　
町
田
垣
内

岡
村
田
壇
内

同

東
　
　
山

23

@
大
　
野
　
霞

北
山
領

北
山
村
大
沼

北
山
村
大
沼

北
　
由

24

@
小
　
　
　
森

紀
湘
町
小
森

西
国
村
小
森

同

25
@
倉
　
　
　
谷
2
6
　
大
　
懸
　
山

小
栗
須

同
町
大
栗
栖
北
山
村

入
鹿
村
大
栗
摘
北
山
村

入
　
鹿
北
　
山

27
@
狼
　
　
　
谷
2
8
折
着
山

島
津

那
智
勝
浦
町
用
関
紀
和
町
島
津

那
智
村
川
関
玉
置
口
村
島
津

那
智
川
の
内

折
　
　
着

延
宝
六
、
折
つ
き
九
左
衛
門
室
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螺黙谷舗子　谷　色房鞠　馨撃瀬・賂・
由谷山山山山山川沼り谷谷徳山口塚山徳山山山山巣山谷山山山山山口

小
舟

小
舟

和
気

永
谷

椋
井

揚
枝
山

那
智

市
野
村

紀
和
町
小
船

紀
和
町
湯
ノ
ロ

同
町
小
船

紀
和
町
大
河
内

同
町
和
気

同
町
揚
枝
川

同
町
同

同
町
同

同
町
同

熊
野
川
町
鎌
塚

熊
野
用
町
椋
井

紀
和
町
小
船

紀
和
町
楊
枝
川

同
町
小
船

北
山
村
大
沼

那
智
勝
浦
町
狗
子
州

那
智
勝
浦
町
井
関

熊
野
川
鰐
日
足

那
智
勝
浦
町
井
関

　
陶
　
町
市
野
々

紀
和
町
楊
枝
川

上
川
村
小
船

入
麗
村
田
ノ
日

上
川
村
小
船

入
鹿
村
大
河
内

上
川
村
和
気

同
村
楊
枝
用

同
村
同

同
村
同

同
村
岡

小
口
村
鎌
塚

目
津
ノ
村
椋
井

上
川
村
小
船

上
川
村
揚
枝
用

同
村
小
船

北
山
村
大
沼

宇
久
非
村
狗
子
川

那
智
村
井
闘

三
津
村
日
足

那
智
村
井
関

同
村
市
野
々

上
川
村
楊
枝
川

川
の
内

川
の
内

同入
鹿

み
つ三

の
村

細岡同同大
山

野
の
村

川
内

佐北諸三
　　　の
野山内村

那
智

三
の
村

那
智

同
三
の
村

室
　

谷

永
　
　
谷

大
　
谷

川
　
　
谷

大
黒
谷

元
禄
十
三
、
室
谷
徳
左
衛
門

元
禄
五
、
喜
弥
谷
山
孫
兵
衛

延
宝
六

元
禄
四

宝
永
六

元
禄
六
、
大
谷
山
長
兵
衛
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谷山山山み山山山山尾子谷川山山谷山

那
智
勝
浦
町
市
野
々

紀
和
町
小
船

新
宮
箭
佐
野

紀
和
町
小
船

那
智
勝
浦
町
熊
瀬
川

紀
和
町
長
尾

古
座
用
町
月
野
瀬

那
智
勝
浦
町
井
関

　
同
　
町
南
平
野

　
同
　
町
市
野
々

紀
和
町
楊
子
川

岡
町
　
同

那
智
勝
浦
町
市
野
々

那
智
村
市
野
々

上
川
村
小
船

三
輪
晦
町
佐
野

上
川
村
小
船

色
川
村
熊
瀬
川

西
山
村
長
尾

高
池
町
月
野
瀬

那
智
村
井
関

色
目
村
南
平
野

那
智
村
市
野
々

上
川
村
楊
枝
用

同
村
　
岡

那
智
村
市
野
々

色川佐川那

川内野内智

入
　
鹿

那色那聡

智州智座

三
の
村

　
同

那
　
智

那
智
山
銅
山

平
野
銅
山

シ
ヤ
ト
リ
銅
山

伊
豆
谷

芦
　
　
谷

和
　
　
地

熊
　
　
瀬

永
　
　
野

平
　
　
野

車
　
　
取

延
宝
四
、
車
取
山
惣
右
衛
門

元
禄
四

銅
山
名

村
　
　
名

旧
町
村
名

組
　
　
名

A
　
・
　
B

な
お
、

「
十
寸
穂
の
薄
」
記
載
の
も
の

右
書
に
付
記
し
て
い
る
村
名
な
ど

旧
町
村
制
に
よ
る
所
在
町
村
名

藩
制
聴
の
組
名

史
料
A
・
B
記
載
【
の
銅
山
名

同
は
右
同
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

月
写
し
た
と
い
う
が
、
現
地
に
残
さ
れ
た
珍
ら
し
い
好
史
料
で
あ
る
。
以
下
こ
れ
を
史
料
C
と
す
る
。

　
右
に
あ
げ
た
以
外
に
も
、
熊
野
銅
山
名
を
報
告
し
た
文
献
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
以
下
記
無
上
に
必
要
な
都
度
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
さ
て
「
十
寸
穂
の
薄
」
に
記
さ
れ
た
熊
野
銅
山
の
所
在
地
の
推
定
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
、
現
在
地
、
旧
町
村
地
名
と
旧
藩
時
代
の
所
属
嘉

名
を
記
す
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
史
料
A
・
同
B
の
該
当
す
る
か
と
思
わ
れ
る
鉱
山
名
を
付
記
す
る
。
な
お
「
十
寸
穂
の
薄
」
は
文
政
八
年
の
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⑤

序
を
も
つ
こ
と
前
述
し
た
が
、
そ
の
成
稿
は
文
化
以
降
で
は
な
い
。
熊
野
銅
山
の
所
在
地
推
定
に
つ
い
て
は
、
新
宮
市
倉
本
修
武
氏
の
熱
心
な

調
査
に
よ
る
協
力
の
結
果
で
あ
る
。
ま
た
備
考
欄
の
年
号
は
、
新
宮
市
某
寺
蔵
の
過
去
帳
に
記
さ
れ
た
銅
山
関
係
者
（
掘
子
・
吹
工
等
稼
働
人

が
多
い
と
思
わ
れ
る
）
の
死
毒
睾
次
の
留
書
い
も
の
で
あ
る
・
た
と
え
ば
量
一
百
の
忌
日
に
「
誉
車
頭
豊
門
鷺
」
と
脅
・
車

取
山
関
係
で
は
延
宝
四
（
一
七
七
六
）
年
が
最
初
で
あ
る
。

　
「
十
寸
穂
の
薄
」
に
列
記
さ
れ
た
銅
山
が
、
同
書
編
集
の
頃
に
す
べ
て
稼
行
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
勿
論
な
い
。
住
時
採
掘
さ
れ
た
跡
、
ま

た
採
掘
を
伝
え
た
箇
所
を
、
見
聞
に
従
っ
て
書
留
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
同
書
に
列
記
し
た
箇
所
以
外
に
別
名
の
銅
山
が
多
く
あ
り
、

或
は
同
じ
も
の
を
異
名
で
呼
ん
だ
も
の
も
含
ま
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
そ
う
で
な
い
銅
山
も
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
後

に
ま
た
触
れ
る
。

　
さ
て
前
表
の
銅
山
に
つ
き
多
少
説
明
を
加
え
よ
う
。
先
ず
現
在
の
三
重
県
紀
和
町
の
地
域
つ
ま
り
熊
野
川
左
岸
の
昭
和
の
石
原
産
業
の
紀
州

鉱
山
の
鉱
区
を
中
心
と
す
る
も
の
と
、
和
歌
山
県
北
山
村
地
区
の
も
の
か
ら
見
て
い
く
。

1
　
大
栗
栖
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
「
紀
伊
続
風
土
記
」
の
入
鹿
荘
大
栗
栖
村
の
条
に
「
銅
山
跡
、
村
の
川
向
長
野
と
の
間
に
あ
り
、
何
時
掘
り
し
も
の
か
平
な
ら
ず
」
と
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

「
紀
伊
国
名
所
図
会
」
牟
婁
郡
の
部
に
「
銅
山
、
長
野
村
の
里
よ
り
支
配
す
」
と
記
す
。
長
野
は
大
栗
栖
村
の
枝
郷
で
あ
る
。
　
「
紀
伊
南
牟
婁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

郡
誌
」
入
廉
村
の
条
に
「
大
字
大
粟
須
に
出
谷
銅
鉱
あ
れ
ど
も
目
下
休
山
中
」
と
見
え
る
。
史
料
A
に
長
野
銅
山
と
あ
る
は
こ
れ
で
あ
る
ま
い

か
。2

　
赤
松
山

　
「
十
寸
穂
の
薄
」
に
板
屋
村
と
所
在
を
注
記
し
、
　
「
南
弊
誌
」
入
隣
村
の
条
に
「
大
字
板
屋
に
も
銅
鉱
あ
れ
ど
目
下
休
山
中
」
と
あ
る
。

5
　
高
瀬
山
　
1
1
　
大
河
内

　
「
十
寸
穂
の
薄
」
高
瀬
山
に
大
河
内
と
所
在
を
注
記
す
る
。
　
「
紀
風
」
入
鹿
茸
大
河
内
村
の
条
に
は
、
革
質
所
々
に
あ
っ
て
小
名
十
薬
の
あ
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た
り
に
多
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
　
「
南
郡
誌
」
入
鹿
村
の
条
に
「
大
字
大
河
内
の
銅
鉱
は
古
昔
字
十
薬
の
辺
に
多
量
採
掘
せ
し
が
現
今
は
其

聖
蹟
を
存
す
る
の
み
」
と
あ
る
。
史
料
B
に
大
河
内
が
あ
る
が
、
　
「
過
去
帳
」
に
宝
永
八
（
一
七
一
一
）
年
卯
三
月
廿
二
日
大
河
内
山
清
五
郎
没

法
名
西
了
と
あ
る
。

16

@
尾
呂
志

　
「
南
郡
誌
」
尾
呂
志
村
の
条
に
、
大
字
上
野
の
金
掘
に
あ
っ
て
銅
鉱
を
産
し
た
が
現
在
は
採
掘
中
止
中
と
述
べ
て
い
る
。
史
料
B
に
尾
呂
志

が
あ
る
。

23

@
大
野
山
　
2
4
　
小
森
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お
　
の

　
大
野
山
は
「
十
寸
穂
の
薄
」
に
北
山
領
の
注
記
が
あ
る
。
5
0
大
沼
も
北
山
村
大
沼
に
所
在
し
、
或
は
大
野
山
と
関
係
あ
る
や
も
知
れ
ぬ
。
「
南

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ
か
ね

郡
誌
」
西
山
村
の
条
に
「
小
森
鉱
山
本
村
大
字
小
森
に
あ
り
、
黄
銅
鉱
を
産
す
、
採
鉱
量
極
め
て
少
な
し
」
と
あ
る
。
ま
た
同
書
に
、
弘
金
鉱
山

の
名
を
あ
げ
大
字
平
谷
字
川
畑
に
あ
っ
て
黄
銅
鉱
を
産
す
る
が
、
採
鉱
高
少
量
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
　
「
宝
の
山
」
に
、
紀
便
に
お
い
て
熊
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
か

山
と
し
て
五
ケ
所
、
こ
れ
と
並
べ
て
車
取
大
谷
銅
山
と
北
山
銅
山
を
記
し
て
い
る
。
北
山
銅
山
に
つ
い
て
、
先
年
明
り
（
坑
外
）
か
ら
中
通
り

ほ
ど
の
鈷
を
追
い
掘
り
（
鉱
脈
を
追
い
人
が
よ
う
や
く
通
れ
る
程
度
の
坑
を
掘
る
）
、
そ
の
後
大
坂
の
分
銅
屋
加
右
衛
門
が
赴
い
て
少
し
切
り

進
め
た
と
こ
ろ
鈷
が
太
く
な
り
は
じ
め
た
と
い
う
噂
を
長
門
八
郎
左
衛
門
が
伝
え
た
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
銅
山
も
北
山
組
所
在
で
あ
ろ
う
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

宝
永
頃
の
伝
聞
を
記
録
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

28

@
折
着
山

　
「
十
寸
穂
の
薄
」
に
島
津
に
所
在
す
る
を
注
記
し
て
い
る
。
史
料
B
に
折
着
が
あ
る
。
　
「
宝
の
山
」
熊
野
銅
山
中
に
「
落
り
付
銅
山
偏
と
あ

り
、
同
書
の
別
本
に
「
落
着
銅
山
」
と
書
い
て
い
る
。
従
っ
て
こ
れ
は
お
り
つ
き
と
読
ま
れ
る
。
　
「
過
去
帳
」
に
元
禄
二
巳
六
月
廿
二
日
折
ツ

キ
九
左
衛
門
室
没
、
法
号
妙
蹟
、
ま
た
元
文
元
十
二
月
廿
三
日
没
銅
山
折
着
荒
木
留
右
衛
門
没
、
法
号
教
心
と
見
え
る
。
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35

@
室
　
谷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
つ
だ
に

　
「
紀
風
」
即
製
荘
湯
口
村
の
条
に
「
室
谷
銅
山
、
村
の
南
湯
の
谷
よ
り
六
丁
卑
下
に
あ
り
、
源
は
大
河
内
村
堺
よ
り
流
れ
出
て
鰻
谷
を
花
井

荘
花
井
村
の
堺
と
す
、
谷
の
中
に
銅
山
あ
り
、
廷
宝
年
中
に
始
め
て
見
出
し
掘
り
し
か
と
も
其
後
中
絶
し
た
る
を
、
文
政
入
九
年
の
頃
に
古
き

銅
穴
を
再
興
し
て
よ
り
今
に
至
り
て
絶
え
ず
掘
出
す
、
銅
の
質
花
井
荘
楊
枝
村
よ
り
は
勝
れ
り
と
云
う
」
と
あ
る
。
　
「
南
郡
誌
」
入
鹿
村
の
条

に
「
大
字
湯
の
口
に
は
室
谷
鉱
山
あ
り
、
現
今
採
掘
中
』
と
す
る
。
史
料
B
に
室
谷
が
あ
る
。
　
「
過
去
帳
」
に
元
禄
十
三
辰
五
月
廿
三
日
室
谷

徳
左
衛
門
子
没
、
法
号
道
休
、
ま
た
宝
永
五
子
六
月
廿
二
日
没
室
谷
山
治
兵
衛
室
、
法
号
妙
裕
と
見
え
る
。

33

@
付
瀬
山
　
3
6
　
喜
弥
谷
山
　
4
9
　
常
谷
山

　
付
瀬
山
・
喜
弥
谷
山
は
「
十
寸
穂
の
薄
」
に
所
在
地
を
小
舟
と
す
る
。
　
「
過
去
帳
」
に
元
禄
五
年
八
月
廿
三
日
喜
弥
谷
山
孫
兵
衛
没
、
法
号

教
信
と
見
え
る
。
　
「
南
郡
誌
」
上
川
村
の
条
に
、
小
船
区
の
常
谷
銅
山
の
沿
革
は
不
詳
と
あ
る
。

40

@
楊
枝
山
　
4
1
　
惣
房
由
　
4
8
　
大
　
谷

　
「
十
寸
穂
の
薄
」
に
楊
枝
山
に
永
谷
、
大
谷
に
楊
枝
山
と
そ
れ
ぞ
れ
所
在
を
示
し
、
同
書
の
牟
婁
郡
東
敷
屋
楊
枝
の
条
に
「
銅
山
今
専
ら
行

わ
る
」
と
あ
る
。
　
「
紀
風
」
花
井
荘
楊
枝
川
村
の
条
に
「
村
の
乾
に
あ
り
、
銅
鉛
の
二
種
出
つ
、
元
和
の
比
始
め
て
掘
る
、
其
後
廃
し
又
寛
文

比
よ
り
再
掘
り
始
め
宝
暦
比
又
廃
す
、
文
化
九
年
よ
り
又
掘
り
始
む
扁
と
あ
る
。
　
「
南
郡
誌
」
上
川
村
の
条
に
「
揚
枝
川
区
二
大
谷
、
惣
房
等

の
銅
山
あ
り
」
と
し
、
　
「
紀
風
」
に
よ
り
元
和
以
後
の
経
緯
を
記
し
て
い
る
。
史
料
B
の
永
谷
は
場
江
山
、
ま
た
同
大
谷
は
4
8
楊
枝
山
に
当
た

る
か
。
　
「
過
去
帳
」
に
元
禄
六
朱
十
二
月
廿
三
日
没
大
谷
山
長
兵
衛
、
法
名
教
順
と
あ
る
。
楊
枝
銅
山
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

73

@
車
取
山

　
史
料
A
に
シ
ヤ
ト
リ
銅
山
、
史
料
B
に
車
取
と
あ
る
。
　
［
，
過
去
帳
」
に
よ
る
と
、
延
宝
四
（
一
六
七
六
）
辰
五
月
十
三
日
没
車
取
山
惣
右
衛
門
、

法
名
学
信
、
延
宝
九
酉
三
月
廿
三
日
鼻
取
孫
右
衛
門
子
没
、
法
名
浄
潔
、
正
徳
二
（
一
七
一
二
）
辰
三
月
廿
三
日
没
車
取
勘
兵
衛
、
法
名
嬉
野
、

享
保
四
半
六
月
廿
三
日
塁
砦
取
山
宇
兵
衛
、
法
名
道
慶
、
同
十
九
ヨ
七
月
廿
三
日
没
車
取
山
清
左
衛
門
、
法
名
正
順
と
あ
っ
て
、
車
取
銅
山
は
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延
宝
以
前
よ
り
か
な
り
長
期
に
わ
た
り
稼
行
さ
れ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
た
。

　
次
に
現
在
は
郡
智
勝
浦
町
の
地
域
に
所
属
し
て
、
か
つ
て
石
原
産
業
の
妙
法
鉱
山
の
主
要
鉱
区
と
も
目
さ
れ
た
地
区
の
銅
山
を
見
よ
う
。

17

@
小
阪
山
　
1
8
　
円
満
寺
　
1
9
　
田
垣
内
　
2
0
　
籠
　
尻
　
2
1
　
樋
谷
山
　
2
2
　
東
　
山
　
6
3
　
熊
瀬
川

　
「
十
寸
穂
の
薄
」
に
は
小
阪
山
が
色
川
に
所
在
す
る
を
注
記
す
る
が
、
右
の
諸
銅
山
は
す
べ
て
色
川
地
区
に
あ
り
、
史
料
B
に
も
記
載
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
る

る
。
1
3
樫
原
山
は
史
料
A
に
柏
原
銅
山
、
史
料
B
に
柏
原
と
あ
る
に
該
当
す
る
か
と
思
わ
れ
る
。
5
3
絃
谷
山
、
5
7
井
野
木
谷
は
「
十
寸
穂
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
る

薄
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
那
智
・
市
野
村
と
所
在
を
記
し
、
史
料
B
に
鉱
谷
と
あ
る
が
即
ち
絃
谷
山
で
あ
る
。
ま
た
5
6
大
黒
山
は
史
料
B
の
大
黒
谷

と
し
て
よ
か
ろ
う
。

69

@
永
野
山

　
史
料
A
に
那
智
山
銅
山
、
史
料
B
に
永
野
と
あ
る
も
の
で
あ
る
。
　
「
東
牟
婁
郡
誌
」
銅
鉱
の
条
に
「
那
智
鉱
山
、
那
智
村
大
字
井
関
市
野
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

に
連
卜
し
南
平
野
鉱
山
に
近
接
し
（
中
略
）
、
鉱
石
は
黄
銅
鉱
に
し
て
鉛
・
亜
鉛
等
を
爽
雑
せ
ざ
る
も
黄
鉄
鉱
は
多
く
之
を
混
ず
去
々
」
と
あ
る
。

「
紀
風
」
那
智
荘
井
関
村
小
名
永
野
の
条
に
「
小
名
永
野
は
村
の
西
、
色
川
郷
平
野
村
の
堺
に
あ
り
」
と
し
「
銅
山
、
村
の
西
十
二
町
に
あ
り
、

高
峰
な
り
、
此
断
色
川
郷
平
野
村
界
な
り
」
と
あ
る
。

70

@
平
野
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
が
う

　
史
料
C
の
平
野
村
ニ
ノ
谷
銅
山
の
記
述
に
は
、
同
銅
山
の
銅
水
の
た
め
損
害
を
う
け
る
田
地
は
二
河
領
で
あ
る
と
す
る
。
二
河
は
那
智
荘
の

二
河
村
で
あ
る
か
ら
同
山
は
永
野
山
に
程
近
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
「
十
寸
穂
の
薄
」
牟
婁
郡
名
区
の
条
に
平
野
銅
山
と
あ
り
、
史
料
A
に
平

野
銅
山
・
史
料
B
に
乎
野
と
見
え
る
。
　
「
東
郡
誌
レ
銅
鉱
の
条
に
「
南
平
野
銅
山
・
本
鉱
霞
は
色
川
村
大
字
南
平
野
に
あ
り
、
単
二
は
二
尺
乃

至
三
尺
に
し
て
鉱
石
の
含
銅
量
少
か
り
し
た
め
一
時
休
止
せ
る
こ
と
あ
り
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
な
お
、
永
野
・
平
野
両
銅
山
は
楊
枝
山
と
と
も
に
熊
野
銅
山
の
う
ち
重
要
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
特
に
永
野
は
代
表
的
銅
山
で
あ
っ
た
と
み
ら

れ
る
。
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@
か
ひ
ば
み

　
文
政
・
天
保
の
頃
に
産
銅
が
報
告
さ
れ
て
い
る
熊
野
銅
山
に
詩
話
が
あ
る
。
倉
本
修
武
氏
が
探
訪
さ
れ
た
結
果
、
市
野
々
、
井
関
の
境
に
貝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な

岐
坑
が
あ
り
、
近
年
貝
穴
部
の
下
の
千
丸
坑
に
て
鉱
石
を
掘
っ
た
と
い
う
。
貝
岐
は
金
山
と
呼
ん
だ
鉱
山
に
近
在
し
て
往
時
の
永
野
銅
山
に
接

す
る
と
い
わ
れ
る
。
那
智
の
人
は
貝
岐
を
か
い
は
み
と
呼
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
史
料
C
は
色
川
地
区
と
い
う
限
ら
れ
た
範
囲
で
は
あ
る
が
、
近
世
前
期
の
熊
野
銅
山
の
開
発
・
稼
行
経
過
・
山
主
な
ど
を
知
る
上
に
好
史
料

で
あ
る
。

1
　
平
野
村
ニ
ノ
谷

　
寛
文
三
（
一
六
六
三
）
年
大
坂
木
津
屋
太
兵
衛
申
請
し
少
時
掘
る
。
の
ち
讃
岐
屋
孫
左
衛
門
・
河
内
屋
四
郎
左
衛
門
稼
ぎ
そ
の
休
止
後
、
延
宝

五
（
一
六
七
七
）
年
和
歌
山
彦
太
郎
掘
っ
て
現
在
（
元
禄
十
二
）
に
い
た
る
。

2
　
小
坂
村
平
谷
銅
山

　
寛
文
三
年
開
発
、
山
主
は
度
々
交
替
し
現
在
は
六
太
夫
。

3
　
同
村
う
す
木
銅
山

　
延
宝
三
年
三
ケ
小
山
角
右
衛
門
二
、
三
ケ
年
掘
っ
て
止
む
。

4
　
大
野
村
ふ
か
せ
銅
山

　
寛
文
十
年
頃
に
玄
木
五
郎
右
衛
門
四
、
五
ケ
年
掘
っ
て
止
め
、
そ
の
後
、
庄
右
衛
門
、
次
に
新
三
郎
が
掘
っ
て
休
止
。

5
　
同
村
円
満
地
銅
山

　
元
禄
八
（
一
六
九
五
）
年
御
手
山
（
藩
営
）
と
し
翌
年
止
め
、
同
年
と
翌
十
年
の
両
年
山
代
屋
八
左
衛
門
掘
り
、
十
年
に
茂
太
夫
に
稼
行
を
許

さ
れ
た
が
未
だ
着
工
し
な
い
。
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6
　
田
壇
内
村
本
山

　
寛
文
三
年
か
ら
四
、
五
年
石
見
半
左
衛
門
が
掘
り
、
元
禄
七
、
八
年
は
御
手
山
、
同
九
年
よ
り
山
代
素
目
左
衛
門
稼
い
で
休
止
、
同
十
年
か

ら
茂
太
．
夫
掘
っ
て
現
在
に
い
た
る
。

7
　
同
村
西
山

　
寛
文
四
年
石
見
半
左
衛
門
掘
り
休
止
、
そ
の
跡
を
和
歌
山
彦
太
郎
、
そ
の
後
に
籠
尻
吉
右
衛
門
稼
い
で
元
禄
十
一
年
末
で
続
け
た
。

8
　
同
村
樋
ノ
谷
銅
山

　
寛
文
四
年
広
島
六
郎
左
衛
門
掘
っ
て
止
め
て
和
歌
山
彦
太
郎
稼
ぎ
、
次
に
融
業
吉
右
衛
門
掘
り
元
禄
十
一
年
止
む
。

9
　
同
村
東
山
銅
山

　
寛
文
七
、
八
年
頃
か
ら
太
地
角
右
衛
門
四
、
五
ケ
年
掘
り
、
そ
の
後
和
歌
山
彦
太
郎
元
禄
十
年
ま
で
稼
零
し
た
。

10

@
同
村
籠
ノ
尻
銅
山

　
寛
文
五
年
（
籠
尻
力
）
吉
右
衛
門
・
林
勘
太
夫
掘
り
、
現
在
は
伜
吉
右
衛
門
が
稼
画
し
て
い
る
。

11

@
同
村
外
谷
銅
山

　
寛
文
七
年
か
ら
五
郎
右
衛
門
ニ
ケ
年
ほ
ど
掘
っ
て
中
止
し
た
。

12

@
同
村
く
ら
谷
銅
山

　
寛
文
八
年
頃
か
ら
大
坂
庄
右
衛
門
三
ケ
年
ほ
ど
掘
っ
た
。

13

@
同
村
大
洞
銅
山

　
寛
文
四
年
か
ら
籠
ノ
尼
吉
右
衛
門
ニ
ケ
年
ほ
ど
掘
り
、
元
禄
七
年
同
人
少
時
手
が
け
て
止
め
た
。

14

@
熊
瀬
川
村
七
河
辺
銅
山

　
寛
文
十
年
頃
広
島
孫
兵
衛
採
掘
を
試
み
中
止
し
た
。
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15

@
同
村
松
木
谷
鋼
山

　
寛
文
十
年
頃
広
島
重
左
衛
門
採
掘
を
止
め
、
そ
の
後
、
実
親
吉
右
衛
門
少
時
稼
濡
し
た
。
元
禄
九
年
山
代
驚
愕
左
衛
門
仕
入
に
欠
け
て
止
め
た
。

聡
彫
糊
領
堺
す
く
の
谷
銅
山

　
福
山
三
郎
兵
衛
・
和
歌
山
善
兵
衛
二
、
三
ケ
年
掘
っ
て
止
む
。

17

@
中
ノ
川
村
越
ノ
河
銅
山

　
寛
文
十
年
頃
吉
兵
衛
が
少
時
掘
っ
た
。

　
　
た
く
み

18

@
小
匠
村
腰
ノ
内
銅
山

　
寛
文
十
年
七
左
衛
門
が
二
、
三
ケ
月
掘
っ
た
。

19

@
口
色
川
村
鳴
滝
新
山

　
延
宝
八
年
頃
広
島
九
郎
右
衛
門
が
新
宮
（
藩
）
の
命
で
し
ば
ら
く
試
掘
し
た
が
鈷
な
く
て
中
止
し
た
。

　
以
上
、
寛
文
頃
か
ら
の
採
掘
を
伝
え
る
銅
山
が
少
な
く
な
い
が
、
小
坂
村
平
谷
銅
山
を
除
い
て
署
し
も
そ
の
疇
が
初
め
て
の
開
坑
と
い
う
わ

け
で
は
あ
る
ま
い
。
稼
行
の
断
続
し
た
山
が
多
く
、
庄
主
即
ち
山
主
が
元
禄
十
二
年
極
月
現
在
す
る
銅
山
は
一
九
ケ
所
の
う
ち
四
ケ
所
に
過
ぎ

な
い
。
山
主
は
籠
尻
・
太
地
な
ど
地
許
の
も
の
以
外
、
大
坂
・
石
見
・
広
島
な
ど
他
国
の
も
の
が
多
い
。
和
歌
山
彦
太
郎
は
熊
野
屋
と
し
て
大

坂
方
面
で
も
知
ら
れ
た
華
屋
・
認
証
屋
で
後
に
詳
述
す
る
。
讃
岐
屋
孫
左
衛
門
も
大
坂
の
銅
山
業
者
で
あ
る
。
や
や
後
年
で
あ
る
が
、
享
保
元

（一

ｵ
一
六
）
年
長
崎
御
用
銅
の
た
め
諸
国
銅
山
に
割
合
銅
の
賦
課
を
行
っ
た
と
き
、
讃
岐
屋
孫
左
衛
門
が
日
向
国
猿
渡
糊
代
銀
を
大
坂
御
金
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
っ
た

か
ら
受
取
っ
て
い
る
が
、
彼
は
当
時
猿
渡
銅
山
を
稼
卜
し
て
い
た
ら
し
い
。
寛
保
元
（
一
七
四
一
）
年
伊
勢
員
弁
郡
の
治
田
銀
銅
山
内
の
多
志
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

銀
山
の
試
掘
を
讃
岐
屋
孫
左
衛
門
は
他
一
人
と
協
同
し
許
可
さ
れ
て
い
る
。
讃
岐
屋
が
平
野
村
ニ
ノ
谷
銅
山
を
稼
輸
し
た
の
は
寛
文
の
後
期
ら

し
い
か
ら
、
右
の
孫
左
衛
門
の
先
代
に
当
た
る
か
と
思
わ
れ
る
。

　
大
野
村
ふ
か
せ
銅
山
を
掘
っ
た
庄
右
衛
門
は
、
田
垣
内
村
く
ら
谷
黒
山
を
寛
文
八
年
頃
か
ら
稼
憎
し
た
大
坂
庄
右
衛
門
と
同
一
人
と
み
ら
れ
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る
。
元
禄
二
年
こ
ろ
に
永
野
銅
山
を
熊
野
屋
彦
太
郎
と
と
も
に
稼
行
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
日
野
屋
庄
右
衛
門
は
、
或
は
同
人
で
あ
る
ま
い

か
。
日
野
屋
は
大
坂
の
住
人
で
あ
る
が
、
ま
た
後
に
触
れ
る
。

　
以
上
述
べ
た
熊
野
川
の
左
右
岸
地
域
以
外
の
銅
山
に
つ
い
て
若
干
記
し
て
お
く
。

　
　
く
ろ
つ

4
　
蔵
土
山

　
「
十
寸
穂
の
薄
」
牟
婁
卿
名
区
蔵
土
村
の
条
に
銅
山
の
記
載
が
あ
る
。
　
「
東
郡
誌
」
銅
鉱
の
条
に
「
難
壁
鉱
山
、
一
に
蔵
土
銅
山
又
辰
馬
銅

由
と
呼
ぶ
、
三
尾
川
対
字
蔵
土
に
あ
り
て
古
座
川
本
流
の
右
岸
に
近
接
せ
り
」
と
あ
る
。
史
料
B
に
寸
土
と
見
え
る
。

15

@
黒
津
山

　
　
「
十
寸
穂
の
薄
」
に
、
古
座
と
所
在
を
記
す
が
、
史
料
A
に
黒
ウ
ツ
銅
山
あ
る
も
の
に
該
当
す
る
か
と
思
わ
れ
る
。

　
所
在
は
今
の
と
こ
ろ
確
か
で
な
い
が
、
8
惣
多
山
は
「
宝
の
山
」
熊
野
銅
山
中
の
惣
団
七
谷
銅
由
に
当
る
か
も
知
れ
ぬ
。
史
料
B
に
卑
見
が

あ
る
が
、
　
「
宝
の
山
」
熊
野
銅
山
中
に
「
し
り
け
ん
四
大
切
切
申
候
」
と
記
す
「
し
り
け
ん
」
が
そ
れ
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
「
十
寸
穂
の
薄
」
に
列
記
し
た
銅
山
に
も
な
お
所
在
不
明
の
も
の
一
〇
余
ケ
所
あ
り
、
史
料
8
に
あ
げ
た
三
六
ヶ
所
中
で
、
沢
根
谷
・
仲
谷

・
湯
谷
・
谷
口
・
三
宝
谷
・
南
山
・
空
谷
・
大
山
路
・
喜
谷
・
二
ヶ
藤
の
一
〇
ケ
所
が
あ
る
。
ま
た
史
料
A
に
青
島
が
あ
る
が
籠
尻
の
誤
写
か

も
知
れ
ぬ
。
こ
れ
ら
に
は
同
所
異
名
の
も
の
も
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
や
が
て
倉
本
氏
は
じ
め
郷
土
の
研
究
者
の
手
で
し
だ
い
に
糺
明
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
①
　
「
南
紀
徳
川
史
」
巻
之
百
閥
（
刊
本
第
十
一
冊
六
六
二
一
三
頁
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
住
史
筆
と
略
称
す
る
。

②
　
旧
帝
国
騒
懲
曇
霞
杉
原
寿
山
「
鉱
夫
雑
談
」
所
収
。
一
〇
七
ケ
山
の
内
訳
は
金

　
山
三
三
、
銀
山
二
〇
、
墨
田
四
五
、
銀
盤
山
一
、
氷
山
七
、
そ
の
他
｝
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
か
な

　
寿
山
は
秋
田
藩
の
金
山
役
人
を
勤
め
、
大
正
四
年
刊
「
秋
田
県
史
］
第
三
柵
に
収

　
録
さ
れ
る
「
秋
賑
領
内
諸
金
山
箇
所
年
数
帳
」
は
、
そ
の
集
録
に
か
か
る
も
の
。

③
軸
圧
崇
蔵
「
鷲
翌
年
鋼
座
禦
想
、
な
お
、
銅
座
に
つ
い
て
は
、
泉

　
屋
叢
考
第
十
八
輯
「
第
一
次
鋼
座
と
住
友
」
に
詳
述
し
た
。
以
下
住
友
修
史
室
蔵

④
　
那
智
勝
浦
町
色
川
の
田
垣
内
区
有
、
同
町
史
編
纂
委
員
会
「
町
史
研
究
紀
要
」

　
第
二
輯
に
収
め
た
水
口
清
「
藩
政
時
の
鉱
山
対
策
と
鳴
滝
金
山
考
」
に
、
そ
の
要

　
領
が
記
さ
れ
て
い
る
。
倉
本
修
武
氏
の
好
意
で
そ
の
写
真
を
見
る
こ
と
を
得
た
。

⑤
京
都
大
学
顯
史
研
究
室
蔵
に
「
十
寸
穂
叢
薄
」
写
本
が
あ
り
、
朱
筆
書
入
に

　
「
凡
例
に
乙
亥
と
あ
り
、
文
化
十
　
二
年
な
れ
ば
或
は
此
時
既
に
編
さ
ん
か
」
と
あ

　
り
、
或
は
妥
当
の
見
解
で
あ
ろ
う
。
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⑥
　
「
紀
伊
続
風
土
記
」
巻
之
八
十
七
、
天
保
十
成
稿
、
以
下
紀
風
と
略
記
す
る
。

⑦
　
　
「
紀
伊
圏
名
所
図
会
」
初
・
二
編
・
三
編
計
一
七
冊
文
化
・
天
保
間
印
行
さ
れ
、

　
牟
婁
郡
の
部
一
二
冊
写
本
に
て
世
上
流
布
し
後
年
刊
行
さ
れ
た
。

⑧
大
正
＋
四
年
刊
「
㈱
牽
婁
郡
上
」
下
堂
堂
ハ
頁
、
以
下
南
郡
誌
と
略
記
す
る
。

⑨
住
史
蔵
「
宝
の
山
」
、
泉
屋
（
住
友
）
で
諸
国
の
鉱
山
を
調
査
し
た
結
果
を
書

　
留
め
た
も
の
。
伝
聞
の
も
の
を
も
若
干
含
む
が
、
宝
永
頃
か
ら
着
手
し
元
文
五

　
（
一
七
四
〇
）
年
に
及
ぶ
。
し
か
し
そ
の
後
の
追
記
も
多
少
あ
り
、
記
載
の
鉱
山

　
数
五
百
を
越
え
る
。

⑩
大
正
六
年
刊
「
囎
東
牟
婁
郡
上
」
下
巻
ゴ
＝
頁
、
以
下
「
束
郡
誌
」
と
略
記
す
。

　
　
　
　
　
　
ぼ

⑪
　
伊
勢
治
田
銀
甲
山
史
の
研
究
（
「
史
林
」
五
八
巻
二
号
）
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三
　
熊
野
銅
山
と
近
世
申
期
の
大
坂
廻
送
熊
野
銅

　
こ
れ
ま
で
述
べ
た
と
こ
ろ
で
も
、
元
禄
以
前
に
熊
野
地
方
各
地
で
多
数
の
銅
山
が
採
掘
さ
れ
た
こ
と
が
察
知
で
き
る
。
も
っ
と
も
同
時
に
あ

る
程
度
の
産
銅
を
み
た
諸
坑
が
多
数
存
在
し
た
と
は
考
え
難
い
。
そ
れ
は
数
ケ
所
の
銅
山
数
を
多
く
出
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
色
川
地
区
で
も
寛
文
頃
多
数
の
銅
山
が
再
掘
さ
れ
或
は
開
発
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
元
禄
に
か
け
て
休
止
次
い
で
再
興
と
断
続
す
る
も
の

が
多
く
、
長
期
に
継
続
稼
行
さ
れ
た
山
は
少
な
い
。
楊
枝
川
銅
山
も
元
和
頃
開
発
さ
れ
て
や
が
て
休
止
し
寛
文
頃
に
再
興
さ
れ
た
と
伝
え
て
い

る
q

　
伊
豫
新
居
郡
の
立
川
銅
山
は
、
後
世
に
別
子
銅
山
と
と
も
に
泉
屋
（
住
友
）
の
一
手
稼
行
と
な
っ
た
。
そ
の
開
発
は
寛
永
頃
と
伝
え
る
が
、

西
条
藩
の
一
柳
監
物
の
時
代
（
明
暦
三
－
寛
文
一
〇
、
一
六
五
八
－
七
〇
）
に
紀
州
彦
四
郎
が
稼
二
五
で
あ
っ
た
と
い
う
。
彦
四
郎
は
熊
野
屋
彦
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

郎
・
同
彦
三
郎
の
同
族
と
見
ら
れ
る
。
秋
田
領
の
阿
仁
銅
山
は
寛
文
十
年
阿
仁
の
主
要
坑
と
な
っ
た
小
沢
に
銅
鉱
が
発
満
せ
ら
れ
て
、
次
い
で

萱
箪
・
ニ
ノ
又
・
真
木
沢
・
三
枚
・
一
ノ
又
等
が
開
発
さ
れ
た
。
大
坂
の
北
国
屡
吉
右
衛
門
の
手
代
八
右
衛
門
に
よ
り
小
沢
の
銅
鉱
発
見
が
な

さ
れ
た
と
い
う
が
、
彼
は
熊
野
銅
山
よ
り
金
掘
を
呼
び
寄
せ
お
き
銅
を
吹
い
た
こ
と
伝
え
る
。
金
掘
は
岩
見
（
石
見
）
甚
左
衛
門
ほ
か
数
人
で

あ
・
た
と
も
い
勧

　
日
本
の
銅
鉱
業
は
近
世
初
期
に
は
か
な
り
補
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
寛
文
頃
か
ら
元
禄
に
か
け
て
大
い
に
発
達
し
た
。
金
銀
山
の
衰
退
の
時

期
に
銅
山
が
開
発
さ
れ
ま
た
盛
大
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
阿
仁
銅
山
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
が
、
南
部
領
で
も
鹿
角
郡
の
白
根
・
模
山
・
駒
木
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お
い
ぬ
く
ら

・
半
道
な
ど
の
金
山
は
寛
文
頃
に
は
銅
肉
に
替
わ
り
発
展
し
た
。
里
道
の
鉱
区
に
尾
去
沢
銅
山
が
開
け
た
が
、
同
じ
鹿
角
郡
の
立
石
・
不
老
倉

の
銅
山
は
延
宝
頃
か
ら
、
和
賀
郡
の
仙
人
・
水
沢
の
銅
山
は
寛
文
年
中
か
ら
稼
行
さ
れ
た
。
下
野
足
尾
銅
山
は
慶
長
年
間
の
開
発
と
伝
え
る
が
、

寛
文
・
延
宝
に
な
っ
て
産
銅
は
著
増
し
た
。
伊
豫
別
子
銅
山
は
や
や
遅
れ
て
元
禄
四
年
に
開
か
れ
、
数
年
な
ら
ず
し
て
大
銅
山
と
な
っ
た
。

　
紀
伊
に
比
較
的
近
い
と
こ
ろ
で
は
、
伊
勢
治
田
銀
銅
山
は
元
和
・
寛
永
頃
始
ま
っ
た
が
、
元
禄
初
年
に
再
興
さ
れ
た
。
摂
津
多
田
羅
銅
山
は

近
世
初
期
す
で
に
相
当
栄
え
て
そ
の
後
衰
え
、
寛
文
初
年
に
銀
銅
の
産
出
が
増
大
し
て
い
る
。

　
寛
文
以
来
、
だ
い
た
い
長
崎
輸
出
銅
が
増
加
し
て
輸
出
貨
の
首
位
を
占
め
、
元
禄
に
い
た
っ
て
最
高
に
達
し
た
事
実
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　
熊
野
の
銅
山
も
揚
枝
川
銅
山
が
近
世
初
期
に
採
掘
さ
れ
た
と
い
う
が
、
そ
の
頃
着
手
し
た
銅
山
は
か
な
り
多
か
っ
た
の
で
な
い
か
と
思
う
。

そ
し
て
寛
文
か
ら
元
禄
に
か
け
て
さ
ら
に
盛
ん
と
な
っ
た
に
梢
違
な
い
。
色
川
地
区
に
お
い
て
そ
の
例
を
見
た
が
、
　
「
過
去
帳
」
に
も
延
宝
年

間
す
で
に
稼
真
中
で
あ
っ
た
銅
山
を
少
か
ら
ず
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
延
宝
元
野
暮
に
江
戸
の
阿
形
宗
智
等
が
幕
府
所
持
の
足
尾
銅
一
〇
万
貫

目
を
金
一
両
に
つ
き
一
〇
黒
髪
の
値
段
で
払
下
を
受
け
て
輸
出
に
あ
て
、
そ
の
た
め
被
る
損
害
金
三
〇
〇
〇
両
を
補
償
す
る
た
め
大
坂
書
屋
の

輸
出
霊
代
銀
に
対
し
、
銀
一
〇
〇
匁
に
つ
き
一
〇
匁
ず
つ
の
口
銭
徴
収
方
の
聴
許
を
幕
府
へ
訴
願
し
た
。
買
屋
に
と
っ
て
は
一
大
事
で
あ
る
か

ら
、
翌
二
年
十
一
月
阿
形
等
の
訴
願
の
不
条
理
を
説
い
て
、
こ
の
上
は
銅
屋
が
阿
形
等
の
い
う
払
下
値
段
で
足
尾
銅
を
引
請
け
る
と
述
べ
て
そ

の
認
許
を
求
め
た
。
そ
の
時
参
考
の
た
め
評
定
所
へ
提
出
し
た
「
又
国
々
銅
山
所
書
一
通
外
二
上
ケ
申
挙
挙
」
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
御
蔵
入

（
幕
領
）
御
銅
山
五
ケ
所
と
御
私
領
方
と
し
て
一
五
ケ
国
の
銅
山
名
を
あ
げ
て
い
る
。
　
紀
州
様
御
領
分
と
し
て
　
「
寸
胴
国
画
野
禽
銅
山
数
ケ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
と

所
」
と
し
、
一
ヶ
所
以
上
の
諸
国
は
秋
田
銅
山
数
ケ
所
、
奥
州
志
戸
前
山
外
二
又
一
ケ
所
有
、
奥
州
南
部
弐
ヶ
所
で
、
最
尾
に
「
退
避
外
撃
つ

」
出
中
銅
山
数
ヶ
所
御
座
候
」
と
あ
る
。
熊
野
銅
山
名
を
明
記
せ
ぬ
の
は
惜
し
い
が
、
こ
こ
に
あ
げ
ら
れ
た
銅
山
は
当
時
や
や
著
聞
し
た
山
で

あ
ろ
う
。

　
さ
て
熊
野
屋
彦
太
郎
は
承
応
年
中
（
一
六
五
二
一
五
四
）
か
ら
大
坂
で
銅
書
屋
を
営
み
、
延
宝
三
年
に
大
坂
の
福
山
屋
次
郎
右
衛
門
・
新
庄
屋

清
右
衛
門
と
と
も
に
江
戸
で
銅
輸
出
業
の
許
可
さ
れ
る
こ
と
を
訴
願
し
た
と
こ
ろ
、
彦
太
郎
の
み
が
古
来
の
銅
轡
屋
で
あ
り
、
か
つ
熊
野
屋
彦
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③

三
郎
同
家
の
ゆ
え
を
も
っ
て
聞
き
届
け
ら
れ
た
と
い
う
。

　
彦
三
郎
は
延
宝
元
年
す
で
に
銅
輸
出
業
を
許
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
彦
太
郎
は
平
常
は
和
歌
山
に
住
し
、
大
坂
の
店
は
道
頓
堀
新
難
波
東
の
町

に
あ
っ
た
。
彦
太
郎
等
が
江
戸
で
右
の
訴
願
を
し
た
の
と
前
後
し
て
、
福
山
屋
次
郎
右
衛
門
手
代
茂
兵
衛
・
堺
屋
三
郎
兵
衛
門
手
代
利
兵
衛
と

と
も
に
銅
を
輸
出
す
る
旨
的
で
長
崎
へ
持
ち
下
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
銅
輸
出
業
者
一
三
人
は
連
判
し
て
延
宝
三
年
八
月
に
長
崎
奉
行
所
あ
て
そ

の
不
法
な
る
こ
と
を
訴
え
た
。
こ
の
訴
状
に
は
、
彦
太
郎
を
紀
州
前
嶋
彦
太
郎
と
記
し
て
い
る
が
、
彦
太
郎
等
は
か
つ
て
長
崎
へ
下
っ
た
こ
と

も
、
銅
輸
出
を
行
っ
た
こ
と
な
き
熊
野
の
銅
山
師
で
あ
る
と
し
、
銅
輸
出
業
者
た
る
銅
屋
一
四
人
は
諸
国
の
山
師
手
前
か
ら
山
出
し
の
一
夕
を

買
取
り
大
坂
で
異
国
向
に
吹
い
て
長
崎
へ
送
り
輸
出
し
渡
世
し
き
た
も
の
で
、
山
師
ど
も
に
銅
量
同
前
の
商
売
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

諸
圏
山
師
が
直
接
に
長
崎
へ
吹
下
し
、
外
人
へ
直
売
す
る
こ
と
と
な
り
、
銅
屋
渡
世
を
失
う
こ
と
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
熊

野
屋
彦
太
郎
は
も
と
よ
り
大
坂
の
福
山
屋
も
同
じ
く
堺
屋
も
熊
野
銅
山
を
稼
繁
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
熊
野
屋
彦
太
郎
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
色
川
地
区
で
は
元
禄
以
前
に
数
ヶ
所
の
銅
山
を
手
が
け
て
い
た
が
、
特
に
永
野
銅
山
に
隣
接
し
た
平

野
村
ニ
ノ
谷
銅
山
を
延
宝
五
年
以
来
稼
辛
し
て
元
禄
十
二
年
末
現
在
で
も
続
行
し
て
い
る
。
彼
の
永
野
銅
山
経
営
も
お
そ
ら
く
元
禄
以
前
に
遡

る
と
思
わ
れ
る
。

　
元
禄
元
年
泉
屋
は
分
家
泉
屋
平
兵
衛
に
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
樟
銅
八
、
六
〇
一
斤
五
二
を
賃
吹
さ
せ
た
が
、
そ
の
中
に
永
野
銅
六
〇
七

斤
七
七
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
は
荒
廃
で
代
銀
一
〇
〇
斤
に
つ
き
八
一
匁
六
分
即
ち
四
九
五
匁
三
五
が
泉
屋
の
買
入
値
段
で
あ
り
、
樟
銅
吹
賃
一

〇
〇
斤
に
つ
き
一
一
匁
五
分
を
平
兵
衛
へ
支
払
っ
た
。
翌
二
年
ま
た
平
兵
衛
に
六
月
中
樟
銅
三
二
、
八
二
〇
斤
六
二
五
を
賃
吹
さ
せ
た
が
、
そ

の
内
に
熊
野
銅
関
係
の
も
の
が
三
件
あ
る
。

六
月
　
八
ほ

永
　
野
　
三
三
丸

　
　
　
一
〇
匁
四

掛
三
、
五
九
五
斤
　
　
　
　
斤
三
、
五
三
三
斤
＝
一
五

代
二
、
九
四
五
匁
〇
七
　
　
日
野
や
庄
右
衛
門
殿
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六
月
十
九
日

永
　
野
　
二
五
丸

　
　
　
　
＝
匁

同
　
　
　
　
日

収
理
見
　
　
三
丸

　
　
　
　
＝
匁

掛
二
、
　
六
二
〇
斤
六
二
五
　
　
斤
二
、
　
五
七
三
斤
七
五

代
二
、
一
四
四
匁
六
八
　
　
熊
ノ
や
彦
太
郎
殿

掛
　
　
三
〇
五
斤
　
　
　
斤
二
九
九
斤
三
七
五

代
二
四
八
匁
五
五
同
人

　
泉
屋
が
日
野
屋
・
熊
野
屋
か
ら
永
野
銅
・
収
理
六
呂
を
買
入
れ
、
永
野
銅
は
計
六
〇
丸
で
あ
る
。
一
丸
は
一
〇
〇
斤
で
あ
る
が
、
入
目
な
ど

と
い
っ
て
多
少
の
余
分
を
加
え
る
場
合
が
多
い
。
掛
と
あ
る
は
実
際
の
量
目
で
、
斤
と
記
し
た
の
は
入
目
分
を
加
え
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
量

目
で
あ
ろ
う
。
収
月
見
銅
の
斤
は
微
量
な
が
ら
三
〇
〇
斤
を
割
っ
て
い
る
。
一
〇
匁
四
、
一
一
匁
は
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
〇
斤
に
つ
い
て
棟
銅
吹
賃

で
あ
り
、
代
は
詳
論
代
銀
で
永
野
銅
は
一
〇
〇
斤
に
つ
き
八
一
匁
六
、
収
理
見
銅
は
同
じ
く
八
一
匁
三
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
日
野
屋
・

熊
野
屋
は
永
野
銅
山
の
稼
行
主
で
あ
り
、
熊
野
屋
は
収
理
見
銅
山
を
も
採
掘
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
日
野
屋
庄
右
衛
門
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
寛
文
末
か
ら
延
宝
に
か
け
色
川
地
区
の
銅
由
を
手
が
け
た
大
坂
庄
右
衛
門
と
同
一
人
で
あ
る
ら
し

い
。
熊
野
屋
と
元
禄
初
年
こ
ろ
永
野
を
共
同
経
営
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
仲
間
稼
行
は
色
川
地
区
の
例
も
あ
り
、
諸
国
鉱
山
に
も
み
ら
れ
る
。

収
理
見
銅
由
は
史
料
B
の
尻
見
に
当
た
り
、
　
「
宝
の
山
」
の
し
り
け
ん
で
あ
ろ
う
。

　
元
禄
五
年
八
月
に
は
泉
屋
は
熊
野
屋
彦
太
郎
か
ら
棟
銅
六
、
○
○
○
斤
代
銀
四
、
五
〇
〇
目
で
買
っ
て
お
り
、
翌
六
年
正
月
か
ら
五
月
に
か

け
て
反
対
に
、
樟
銅
二
万
斤
を
代
銀
一
七
、
五
二
〇
目
（
内
一
八
○
匁
は
二
代
）
で
彦
太
郎
へ
売
っ
て
い
る
。
ま
た
元
禄
七
、
九
年
に
泉
屋
は

彦
太
郎
か
ら
樟
銅
を
次
の
と
お
り
買
入
れ
た
。

元
禄
七
年

　
　
七
月
廿
九
日
　
樟
銅
　
一
〇
、
○
○
○
斤
　
代
七
、
一
九
〇
目
（
塾
代
共
）
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六
月
廿
八
臼
　
同
」
　
弓
O
」
0
0
0
斤
　
　
「
七
、
三
九
〇
目
（
、
同
）

　
　
｛
同
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
五
、
○
○
○
斤
　
　
　
一
二
、
　
六
九
五
匁
　
（
同
）

　
　
八
月
甘
八
日
　
同
　
　
　
五
、
○
○
○
斤
　
　
三
、
六
九
五
匁
（
　
同
　
）

元
禄
九
年

　
　
八
月
廿
八
日
　
問
　
　
」
○
、
○
○
○
斤
　
　
八
、
六
六
五
匁
（
内
箱
代
九
〇
匁
）

囁日

ｱ
の
臓
か
笹
屋
は
熊
野
屋
徳
兵
衛
ま
り
一
回
線
九
年
九
月
七
月
樟
銅
五
、
○
0
0
霊
代
四
、
三
五
七
匁
五
（
内
箱
代
四
五
匁
）
、
元
禄
十
年

五
凋
か
ら
七
月
に
か
け
て
同
五
、
○
O
O
累
代
四
h
寒
四
五
匁
（
内
箱
代
四
五
匁
）
を
購
入
レ
ズ
い
る
ゆ
徳
兵
衛
な
彦
太
宮
家
の
画
家
で
、
元

禄
十
四
年
か
痛
止
懸
屋
仲
間
に
加
入
も
た
小
面
長
ズ
あ
乃
と
い
う
が
、
お
そ
ら
く
そ
吻
数
年
前
か
ら
諺
汰
郁
の
下
請
切
形
で
吹
い
・
ズ
い
売
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
⑤

あ
ろ
う
。
吹
い
た
銅
は
彦
太
郎
経
営
下
の
永
野
・
平
野
三
等
ら
し
い
。

鎚
野
銅
山
の
産
銅
高
に
つ
い
て
、
元
禄
十
穴
鳶
職
凋
江
戸
詰
⑳
大
坂
の
泉
屋
．
大
坂
屋
の
手
代
孫
兵
衛
．
、
八
右
循
門
両
人
か
ら
御
勘
定
所
役

人
へ
対
し
、
「
諸
国
銅
山
箇
所
覚
病
（
三
斜
B
）
と
前
後
し
て
提
七
七
た
「
銅
所
々
出
高
之
魯
有
汁
に
概
数
か
み
え
る
。
こ
れ
は
諸
国
一
四
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

重
凄
銅
山
の
産
銅
高
の
消
息
を
記
し
、
そ
の
中
t
「
紀
伊
倒
熊
野
之
内
銅
山
（
’
但
銅
壱
ケ
年
二
九
拾
六
七
万
斤
茂
嶺
声
様
二
承
候
」
尋
と
あ
る
。

　
元
撮
十
四
年
大
坂
仁
銅
座
が
設
け
ら
れ
、
大
坂
忙
々
の
諸
国
荒
鋼
．
買
入
銅
は
乏
も
鳶
銅
楽
屋
．
銅
問
屋
か
％
飼
座
へ
掘
”
ら
れ
、
鋼
吹
屋

が
製
錬
し
た
棟
銅
は
銅
座
が
買
上
げ
、
そ
の
指
示
に
よ
り
長
崎
へ
送
ら
れ
、
そ
の
他
の
地
虫
銅
も
銅
座
の
調
整
の
も
と
に
売
捌
か
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
し
か
し
銅
座
に
よ
る
輸
出
銅
支
配
は
正
徳
二
（
一
七
一
二
）
年
に
は
ゆ
き
詰
り
同
年
三
月
銅
座
は
廃
止
さ
れ
て
、
春
窮
屋
一
七
人
が
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

崎
廻
鋼
を
請
負
う
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
諸
国
荒
稼
は
銅
平
屋
が
直
接
買
入
れ
る
ほ
か
、
銅
問
屋
を
介
し
仕
入
れ
た
分
も
あ
っ
た
。

　
宝
永
五
（
一
七
〇
八
）
年
…
正
徳
二
年
夏
五
ケ
年
に
銅
吹
屋
が
買
入
れ
た
銅
高
と
一
〇
〇
斤
に
つ
き
代
銀
高
を
記
し
た
も
の
が
あ
る
。
代
銀
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

高
中
下
の
三
段
に
な
っ
て
い
る
が
、
’
紀
俸
熊
野
銅
の
分
は
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
宝
永
五
年
　
二
〇
九
、
五
〇
〇
斤
　
一
〇
七
匁
　
　
九
八
匁
　
　
　
九
〇
匁
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同
　
六
年
　
一
六
四
、
八
○
○
斤
　
　
九
八
匁
　
　
九
三
匁
五
　
　
九
〇
匁

　
　
同
　
七
年
　
一
三
七
、
八
○
○
斤
　
一
〇
〇
匁
　
　
九
七
匁
五
　
　
九
三
匁
五

　
　
正
徳
元
年
　
　
九
八
、
四
〇
〇
斤
　
一
五
五
匁
　

　
一
四
匁
五
　
　
九
八
匁

　
　
同
　
二
年
　
　
五
四
、
九
〇
〇
斤
　
一
九
五
匁
　
一
五
〇
匁
　
　
一
〇
二
匁

　
ま
た
大
坂
町
奉
行
か
ら
の
要
請
に
よ
り
正
徳
二
年
号
り
四
ケ
年
分
の
大
坂
廻
着
銅
高
と
一
〇
〇
斤
に
つ
き
代
銀
を
届
け
た
記
録
が
あ
り
、
熊

野
銅
盆
次
表
の
と
お
り
で
あ
殉
・

　
　
正
徳
二
年
　
六
四
、
八
五
〇
斤
　
九
三
匁
－
一
〇
八
匁
五

　
　
同
　
、
三
年
r
六
三
、
六
〇
〇
斤
　
　
　
　
、
　
｛
○
八
匁
五

　
　
同
　
四
年
　
五
七
、
〇
四
〇
斤
　
　
　
　
　
一
〇
八
匁
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
・
ン
、
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
，
㌦
ゴ
、
．

　
　
同
　
五
年
　
三
九
、
三
〇
〇
斤
　
　
　
　
　
一
〇
五
匁
五

　
正
徳
二
年
十
一
月
穴
吹
屋
か
ら
卯
辰
（
正
徳
元
．
二
）
両
年
の
大
坂
到
着
天
上
の
増
滅
書
付
を
町
奉
行
所
べ
提
出
し
て
い
る
が
、
熊
野
銅
に
つ

い
て

　
　
卯
　
年
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
九
八
、
一
〇
〇
斤

　
　
辰
年
只
今
ま
で
廻
着
銅
高
　
　
　
四
〇
、
六
〇
〇
斤

と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
正
徳
二
年
九
月
に
は
泉
屋
・
大
坂
麗
か
ら
跡
奉
行
所
あ
て
届
書
に
、
正
徳
元
～
二
両
年
の
正
月
か
ら
九
月
十
二
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

に
銅
吹
屋
が
受
取
っ
た
熊
野
銅
を
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
四
、
、
一
九
一
斤
、
三
三
、
九
七
回
忌
と
し
て
い
る
。
、
、
大
坂
廻
着
銅
高
と
芽
吹
屋
買
取
高
は
同

年
身
分
に
お
い
て
当
然
多
少
の
差
が
生
じ
、
ま
た
産
銅
高
に
つ
い
て
は
前
年
産
銅
分
の
廻
着
が
あ
る
か
ら
こ
れ
も
同
じ
で
は
な
い
。
ま
た
同
月

に
熊
野
屋
漏
太
夫
名
代
重
兵
衛
か
ら
塒
奉
行
所
あ
て
（
正
徳
二
年
正
月
か
ち
八
月
十
九
β
ま
で
の
紀
州
熊
野
銅
登
高
二
五
、
　
0
0
0
斤
で
、
前

年
正
月
か
ら
九
月
ま
で
の
同
登
高
は
五
四
、
O
O
O
斤
で
あ
る
に
比
較
し
駅
馬
覇
輪
が
衰
え
産
銅
が
減
っ
た
と
述
べ
、
　
さ
ら
に
銅
吹
屋
の
吹
屋
漏
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左
衛
門
か
ら
の
届
書
で
も
、
正
月
か
ら
八
月
廿
九
日
ま
で
の
紀
州
熊
野
銅
登
高
九
、
七
〇
〇
斤
で
、
前
年
正
月
か
ら
九
月
ま
で
の
同
登
高
は
一

三
、
二
〇
〇
斤
で
こ
の
滅
少
は
銅
山
不
況
の
た
め
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
先
き
の
泉
屋
・
大
坂
屋
の
熊
野
銅
廻
惣
高
届
出
は
銅
呑
屋
代
表
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
や
ま

立
場
か
ら
で
あ
る
が
、
熊
野
屋
・
吹
屋
の
そ
れ
は
彼
等
の
稼
行
雨
即
ち
手
南
丘
の
大
坂
登
高
を
報
告
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

　
正
徳
三
年
閏
五
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
諸
国
荒
銅
の
月
々
の
大
坂
廻
着
高
の
報
告
が
残
っ
て
い
る
が
、
熊
野
銅
を
合
計
す
る
と
（
一
丸
皿
一
〇

〇
斤
）

　
　
吹
噂
臣
次
左
衛
…
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
丸

　
　
岩
井
屋
加
兵
衛
代
勘
右
衛
門
　
　
　
一
一
七
丸

　
　
能
…
野
屋
雷
轟
（
十
）
丘
ハ
｛
衛
　
　
　
　
　
　

三
六
一
丸

　
　
⑪

と
な
る
。
熊
野
屋
鳴
太
夫
が
当
時
熊
野
銅
山
の
う
ち
主
力
と
な
っ
て
い
た
永
野
銅
山
の
以
前
か
ら
つ
づ
け
て
稼
行
主
で
あ
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
確

実
で
あ
る
。
重
兵
衛
は
大
坂
の
彦
太
夫
名
代
で
あ
る
。
　
「
山
の
五
茄
佐
良
」
と
題
す
る
記
録
に
諸
国
鉱
山
の
賃
銀
を
記
し
て
い
て
、
別
子
・
備

中
吉
岡
・
日
向
比
平
な
ど
と
と
も
に
熊
野
永
野
銅
山
に
つ
い
て
述
べ
、
山
師
は
熊
野
屋
彦
太
郎
と
し
て
い
る
。
彦
太
郎
は
彦
太
夫
の
前
名
ま
た

は
先
代
で
、
そ
の
関
係
も
後
述
す
る
が
、
こ
の
記
録
は
宝
永
頃
の
も
の
で
あ
る
。
概
要
を
整
理
し
て
記
す
と
（
賃
銀
・
扶
持
は
一
ヶ
月
分
）

掘
子

手
子

山
留

鈷
吹
大
工

吹
手
子

ス
灰

真
吹
大
工

賃
銀
一
五
匁

同同同同同同
＝
匁

二
四
匁

三
六
匁

一
二
匁

一
二
匁

二
七
匁

扶
持
方
米
三
斗
・
味
噌
・
塩

同同扶
持
方
米
三
斗
六
升
・
味
噌
・
塩

同同同
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掘
子
・
手
子
（
手
伝
）
等
採
鉱
夫
は
一
般
の
銅
山
で
は
採
鉱
石
を
買
取
る
法
を
と
っ
て
い
る
。
し
か
し
永
野
で
は
一
日
分
採
鉱
高
を
二
吹
分

即
ち
一
五
荷
一
八
○
貫
目
を
基
準
と
し
た
よ
う
で
、
鉱
石
一
八
○
貫
目
か
ら
採
れ
る
銅
の
代
銀
を
元
に
計
算
さ
れ
た
ら
し
い
。
そ
の
十
代
銀
は

一
〇
〇
斤
に
つ
き
五
五
匁
な
い
し
六
〇
匁
と
し
て
い
る
。
製
錬
は
山
元
で
鈷
吹
と
真
吹
が
行
わ
れ
る
が
、
合
吹
は
一
日
分
の
吹
数
に
よ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
わ

真
吹
は
同
じ
く
庭
藤
で
採
渇
し
た
鍍
の
貫
目
を
定
め
て
、
一
吹
お
よ
び
単
一
〇
貫
目
に
つ
い
て
大
工
・
手
子
・
ス
灰
（
吹
床
の
築
造
）
の
賃
銀

を
決
め
た
。
基
準
以
上
の
作
業
に
対
し
て
は
増
賃
を
賞
与
し
た
。
山
元
で
は
昏
昏
・
鎗
吹
（
素
量
）
・
真
吹
に
よ
り
荒
銅
を
製
し
、
こ
れ
を
大

坂
へ
廻
送
す
る
の
が
常
例
で
あ
る
。
吹
方
の
基
準
を
本
前
と
呼
ぶ
が
、
永
野
で
は
錨
吹
の
本
前
は
四
つ
吹
（
一
日
に
四
回
吹
く
）
で
、
生
鈷

（
焼
鉱
前
の
鋭
）
一
荷
＝
一
貫
目
と
し
三
〇
荷
三
六
〇
貫
目
の
分
を
吹
く
。
本
前
の
一
仕
事
銀
一
匁
二
分
目
し
、
一
ケ
月
三
六
匁
の
賃
銀
勘
定

と
な
る
。
本
前
以
上
の
作
業
に
対
し
、
増
一
吹
に
つ
き
増
銀
六
分
を
賞
与
し
た
。
吹
手
子
賃
銀
は
一
仕
廻
が
七
分
で
、
増
一
吹
の
増
銀
四
分
、

ス
灰
は
一
仕
廻
が
四
分
で
、
増
一
吹
の
増
銀
一
分
目
さ
れ
た
。
鉛
吹
に
以
前
は
吹
か
ぬ
日
も
飯
米
を
扶
持
し
た
が
、
事
情
あ
っ
て
（
伊
藤
小
左

衛
門
事
件
と
記
す
）
休
日
は
扶
持
を
与
え
ぬ
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
真
吹
の
本
前
は
鍍
四
〇
貫
目
を
一
日
に
吹
く
こ
と
と
な
っ
て
い
て
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

仕
廻
に
大
工
は
銀
九
分
、
手
子
は
六
分
、
ス
灰
は
四
分
で
、
増
吹
に
は
鍍
一
貫
目
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
四
分
・
照
分
・
一
分
が
増
与
さ
れ
た
。

　
さ
て
同
じ
く
熊
野
銅
大
坂
廻
着
を
報
告
し
て
い
る
吹
屋
次
左
衛
門
と
熊
野
銅
山
の
関
係
は
ど
う
か
。
彼
は
正
徳
元
年
に
は
じ
め
て
大
坂
銅
吹

屋
仲
間
に
加
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
次
左
衛
門
は
銅
吹
屋
平
野
屋
清
右
衛
門
の
手
代
小
左
衛
門
の
実
弟
で
、
元
禄
七
年
新
庄
屋
清
右
衛
門
の
家
守
を
勤
め
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の

こ
ろ
は
次
郎
兵
衛
と
い
っ
た
。
新
庄
屋
は
延
宝
三
年
熊
野
屋
彦
太
郎
・
福
山
屋
次
郎
右
衛
門
と
と
も
に
銅
輸
出
業
の
許
可
を
訴
願
し
た
こ
と
が

あ
る
。
紀
州
の
出
身
ら
し
く
、
道
理
堀
湊
町
に
吹
屋
を
持
っ
て
い
た
が
、
紀
州
へ
引
越
し
た
。
次
郎
兵
衛
は
次
左
衛
門
と
改
名
し
て
、
新
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
屋
敷
を
買
取
り
吹
屋
を
は
じ
め
て
、
正
徳
元
年
に
正
式
に
超
然
屋
仲
間
に
加
入
し
た
の
で
あ
る
。
新
庄
屋
の
暦
書
買
収
と
前
後
し
て
次
左
衛

門
は
熊
野
銅
山
を
も
引
講
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
新
庄
屋
の
熊
野
銅
山
稼
行
は
、
熊
野
屋
・
福
山
屋
と
同
様
に
延
宝
に
湖
る
か
も
知
れ
ぬ
。

　
岩
井
屋
加
兵
衛
も
や
は
り
熊
野
銅
山
の
稼
行
主
の
一
人
で
あ
，
ろ
う
。
た
だ
吹
屋
・
岩
井
屋
の
稼
行
は
熊
野
の
い
ず
れ
の
銅
山
か
は
不
明
で
あ
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る
。　

正
徳
三
年
闊
五
月
に
は
、
同
時
に
熊
野
十
重
（
十
）
兵
衛
か
ら
伊
豫
の
千
原
銅
と
阿
波
の
銅
の
大
坂
登
高
を
届
け
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
銅

山
も
彦
太
夫
が
山
主
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ご
正
徳
二
年
鋼
座
を
廃
止
し
、
大
坂
銅
無
稽
が
長
崎
御
用
銅
を
引
請
け
る
結
果
と
な
っ
た
。
御
用
尊
見
積
高
五
〇
〇
万
骨
で
、
同
一
、
一
、
三
年
は

ほ
ぼ
こ
れ
を
果
し
得
た
が
、
こ
の
銅
高
で
は
貞
享
二
（
一
六
八
五
）
年
の
輸
入
貨
豆
銀
高
（
唐
船
六
、
O
O
O
貫
琶
、
オ
ラ
ン
ダ
船
三
、
○
○
○

漁
網
）
こ
れ
に
対
応
す
る
輸
出
銅
を
本
割
分
と
呼
ん
だ
が
本
割
分
を
賄
え
る
程
度
で
、
元
禄
八
（
＝
ハ
九
五
）
年
以
来
認
め
ら
れ
て
き
た
代
物
替

銀
五
、
○
○
○
貫
目
に
対
応
す
る
銅
を
弁
ず
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
正
徳
五
年
正
月
海
舶
互
市
新
例
が
出
て
、
e
長
崎
廻
銅
は

一
ケ
年
定
高
四
〇
〇
万
言
－
四
五
〇
万
に
限
る
、
⇔
唐
人
方
商
売
法
は
一
ケ
年
船
数
三
〇
艘
銀
高
慢
ハ
○
○
○
貫
目
、
そ
の
う
ち
銅
三
〇
〇
万

斤
を
渡
す
こ
と
、
オ
ラ
ン
ダ
人
客
商
売
法
は
一
ケ
年
言
誤
二
艘
銀
高
三
、
○
○
○
貫
呂
、
そ
の
う
ち
銅
一
五
〇
万
斤
を
渡
す
こ
と
と
し
、
代
物

替
は
廃
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

馳
翌
享
保
元
（
一
七
一
六
）
年
正
月
幕
府
は
長
崎
御
用
銅
確
保
の
た
め
、
諸
濁
山
元
御
割
合
を
制
定
し
た
。
こ
れ
は
輸
出
銅
高
一
ケ
年
四
五
〇
万

斤
と
し
、
そ
の
下
地
く
荒
）
銅
五
〇
〇
万
斤
を
、
幕
領
私
領
を
問
わ
ず
諸
銅
山
の
近
年
の
出
富
商
に
準
じ
割
賦
し
て
公
儀
へ
買
上
げ
る
こ
と
と

し
、
正
月
よ
り
八
月
ま
で
に
山
元
か
ち
大
坂
へ
廻
送
さ
せ
詩
篇
屋
で
樟
銅
に
賃
吹
さ
せ
て
逐
次
長
綺
へ
送
ら
せ
る
こ
と
と
し
た
。
「
御
用
銅
以
外

の
銅
は
細
工
人
や
銭
座
へ
銅
潜
屋
か
ら
自
由
に
売
買
さ
せ
た
。
御
割
合
鋼
仕
入
銀
は
大
坂
に
お
い
て
受
領
を
便
と
す
る
荷
主
に
対
し
て
は
前
年

ま
で
の
銅
吹
八
四
貝
入
値
段
を
も
っ
て
大
坂
で
渡
し
、
大
坂
廻
送
が
完
了
し
た
と
き
時
価
に
合
わ
せ
て
差
引
勘
定
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。
一

　
御
割
合
銅
の
割
賦
は
享
保
六
年
ま
で
実
施
さ
れ
た
が
、
紀
州
御
領
熊
野
銅
の
割
賦
高
（
上
段
）
と
諸
国
割
賦
総
高
（
下
段
）
は
次
表
の
と
お

り
で
あ
る
。

　
　
享
保
元
年
　
四
〇
、
○
○
○
斤
　
四
、
六
〇
九
、
四
七
九
三
七
一
八
七
五
、

　
：
糊
．
二
年
　
四
〇
、
㌧
○
○
○
斤
．
三
、
六
五
四
、
四
四
七
三
六
二
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆
、
　
　
、
冨
・
　
．
、
r
　
　
　
　
　
、
、
’
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熊野銅山史の研究（小葉田）

同阿同同
一二

N
　
　
六
〇
、
○
○
○
斤

四
年
　
二
〇
、
○
○
○
斤

五
年
　
四
〇
、
○
○
○
斤

六
年
’
　
七
〇
、
○
○
○
斤

四四四四一　　N　　N　　I

一
五
九
、
八
五
七
斤
七
五

五
一
一
血
、
、
七
七
三
斤
〇
六
二
五

二
八
七
、
三
六
八
斤

＝
二
七
、
一
＝
ハ
斤

　
享
保
三
年
は
長
男
二
〇
、
○
○
○
斤
が
加
わ
り
計
六
〇
、
○
○
○
斤
と
な
っ
た
。
割
賦
高
は
銅
山
に
よ
り
必
し
も
そ
の
高
を
供
出
で
き
た
わ

け
で
な
い
が
、
熊
野
銅
は
前
記
ど
お
り
の
高
が
届
け
ら
れ
た
。
享
保
二
年
に
は
割
賦
高
以
外
に
六
、
七
〇
〇
斤
余
の
響
銅
あ
り
、
こ
れ
は
地
売

に
当
て
ら
れ
た
。
代
銀
に
つ
い
て
は
例
え
ば
享
保
元
年
分
は
前
年
度
（
正
徳
五
）
銅
平
屋
の
熊
野
銅
（
荒
銅
）
買
入
代
銀
一
〇
〇
斤
に
つ
き
一
〇

八
匁
五
分
を
準
用
し
て
四
万
斤
代
銀
騰
三
翰
墨
〇
〇
目
を
大
坂
で
渡
さ
れ
、
こ
の
吹
賃
銀
八
貫
六
八
八
匁
、
そ
の
他
諸
入
用
（
箱
・
蓬
ま
た
船

積
賃
等
）
を
加
え
て
A
一
〇
貫
九
二
〇
目
を
雪
避
と
し
て
勘
定
し
二
尊
へ
支
払
わ
れ
た
。
な
お
書
賃
は
樟
鋼
に
仕
上
げ
る
ま
で
の
賃
銀
で
あ
る

が
、
そ
の
間
、
南
蛮
吹
に
よ
っ
て
採
っ
た
灰
吹
銀
着
を
差
引
勘
定
し
て
い
る
。
ま
た
四
万
斤
の
う
ち
吹
減
二
、
○
○
○
斤
が
あ
り
、
樟
銅
出
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

高
は
三
八
、
○
○
○
斤
で
あ
る
。

　
ざ
て
右
の
熊
野
銅
代
銀
の
受
取
人
は
熊
野
風
早
太
夫
で
あ
っ
た
。
彦
太
夫
は
享
保
二
年
四
月
十
六
日
に
熊
野
銅
一
五
、
二
二
〇
斤
代
銀
＝
ハ

貫
五
＝
二
匁
七
分
を
、
ま
た
八
月
十
六
日
に
同
じ
く
二
四
、
七
八
O
斤
代
銀
二
六
貫
八
八
六
匁
三
分
を
受
取
っ
て
お
り
、
十
二
月
廿
三
臼
に
熊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

蜜
語
四
万
斤
の
追
加
銀
と
し
て
［
○
貫
九
二
〇
目
を
領
収
し
て
い
る
。
即
ち
こ
れ
が
前
述
の
三
尊
代
銀
・
吹
賃
銀
・
そ
の
他
入
用
に
該
当
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
彦
太
夫
は
銅
吹
屋
仲
間
の
一
人
で
あ
り
、
熊
野
銅
鱈
万
斤
は
彼
の
手
山
懐
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
永
野
銅
山
産
銅
、
少
な
く
と
も
そ
れ
を
主
と

し
た
銅
で
あ
ろ
う
。
稼
行
銅
山
を
所
有
し
た
銅
吹
屋
は
そ
の
手
山
銅
を
売
上
げ
賃
吹
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
一
部
を
他
の
銅
忌

屋
に
売
る
こ
と
も
あ
る
。
泉
屋
の
別
子
銅
は
そ
の
量
も
多
く
多
数
の
銅
吹
屋
へ
も
売
ら
れ
た
。
諸
国
銅
の
大
坂
廻
着
は
晶
時
に
行
わ
れ
ず
、
か

な
り
長
期
に
わ
た
り
逐
次
に
廻
着
す
る
。
し
か
し
長
蒔
の
銅
貿
易
は
唐
船
な
ど
は
春
夏
秋
船
と
順
次
に
行
わ
れ
、
棟
銅
を
月
々
に
続
け
て
廻
送
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す
る
必
要
が
あ
り
、
吹
屋
は
そ
れ
に
対
応
し
て
常
時
相
当
量
を
吹
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
泉
屋
の
ご
と
き
は
別
子
な
ど
手
山
番
以
外
に
秋
田

銅
は
じ
め
諸
国
銅
を
多
量
に
買
取
り
、
と
も
に
吹
い
て
い
る
。
宝
永
五
年
頃
は
熊
野
銅
の
産
高
は
か
な
り
多
く
泉
屋
は
二
、
五
一
〇
斤
を
、
同

七
年
に
も
一
九
八
斤
を
買
入
れ
て
い
る
。
別
子
銅
の
ご
と
き
は
多
少
は
あ
る
が
、
殆
ど
全
銅
甲
屋
に
配
分
さ
れ
た
。
彦
太
夫
も
享
保
元
年
の
買

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

入
銅
高
一
八
二
、
五
三
八
斤
一
二
五
と
報
告
し
て
い
て
、
熊
野
銅
四
万
斤
の
ほ
か
諸
国
銅
買
入
が
少
な
く
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
面
割
響
銅

の
割
賦
は
享
保
七
年
分
も
い
ち
お
う
は
指
示
さ
れ
た
が
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
。
幕
府
側
の
郡
代
銀
支
払
が
渋
滞
し
が
ち
と
な
っ
た
こ
と
に
も
よ

っ
た
。

　
元
文
三
（
一
七
三
八
）
年
四
月
大
坂
に
銅
座
を
再
興
し
て
、
諸
国
銅
の
他
売
を
禁
じ
大
坂
へ
廻
送
さ
せ
、
長
崎
御
用
銅
は
賃
下
さ
せ
て
長
崎
会

所
へ
送
ら
し
、
地
売
銅
も
そ
の
統
制
下
に
お
い
た
。
銅
座
再
興
に
当
た
り
泉
屋
か
ら
大
坂
三
郷
惣
年
寄
に
、
当
時
の
大
坂
廻
附
の
諸
国
銅
と
そ

の
領
主
名
を
届
け
て
い
る
が
、
合
計
二
九
ケ
所
の
う
ち
、
紀
伊
で
は
永
野
銅
・
平
野
銅
を
あ
げ
て
い
る
。

　
寛
保
元
（
一
七
四
一
）
年
五
月
銅
吹
屋
一
三
人
連
署
し
て
「
申
年
（
元
文
五
、
一
七
四
〇
）
諸
方
銭
座
三
富
銅
之
百
出
灰
吹
高
」
を
銅
座
役
所
へ
届

　
　
　
⑰

け
て
い
る
。
大
坂
風
吹
屋
で
諸
国
銅
を
製
錬
す
る
過
程
で
、
一
般
に
南
蛮
吹
に
よ
っ
て
銀
器
が
行
わ
れ
、
出
灰
吹
銀
高
を
年
々
銅
座
へ
報
告
し
、

灰
吹
銀
は
銀
座
へ
売
上
げ
る
例
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
前
述
の
届
出
は
銭
座
用
大
坂
上
着
銅
に
つ
い
て
の
出
灰
吹
銀
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
元
文
よ
り
寛
保
に
か
け
て
大
坂
・
江
戸
を
は
じ
め
諸
地
方
で
鋳
銭
が
行
わ
れ
、
鋳
銭
用
の
銅
が
ど
の
よ
う
に
調
達
さ
れ
た
か
は
諸
銭

座
に
つ
い
て
調
査
を
必
要
と
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
言
及
し
な
い
。
た
だ
紀
州
に
お
い
て
も
元
文
二
年
正
月
か
ら
鋳
銭
が
実
施
せ
ら
れ
、
そ
の

料
銅
は
熊
野
銅
を
当
て
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
さ
て
前
述
の
届
出
に
よ
れ
ば

　
　
灰
吹
銀
六
、
九
七
三
匁
八
　
申
年
中
諸
方
銭
座
廻
着
銅
之
鍍
出
灰
吹
高

　
　
此
内
訳
五
、
九
九
六
匁
　
　
熊
野
銅
七
八
、
○
○
○
斤
鮫
り
出
灰
吹

　
　
　
　
　
　
　
五
＝
一
匁
八
　
摂
州
川
尻
銅
二
、
〇
五
一
斤
二
五
六
薫
り
出
灰
吹

　
　
　
　
　
　
　
四
六
五
匁
　
　
長
州
長
登
銅
三
、
一
〇
〇
斤
之
鍍
出
灰
吹
之
分
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と
あ
る
。
熊
野
銅
七
八
、
○
○
○
斤
は
荒
畠
高
で
お
そ
ら
く
熊
野
銅
山
産
銅
の
全
高
に
近
い
も
の
と
想
像
さ
れ
る
が
、
紀
州
の
鋳
銭
用
と
し
て

銀
鋏
と
真
吹
が
大
坂
で
な
さ
れ
た
に
相
違
な
い
。
そ
れ
は
多
分
熊
野
霞
幕
太
夫
名
代
平
兵
衛
の
大
坂
の
吹
屋
で
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
川
尻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

銅
等
は
銅
座
銭
座
用
で
な
く
加
島
村
銭
座
用
か
と
推
量
し
た
い
。
寛
保
二
年
六
月
に
も
前
年
分
の
同
じ
く
優
艶
灰
吹
高
を
届
け
て
い
る
。

灰
吹
銀
　
七
、

内
訳
　
　
四
、

N

六
七
六
匁
八

六
五
四
匁

三
八
四
匁
六

七
二
九
匁
八

四
一
二
六
匁
五

四
七
一
匁

熊
野
銅
六
三
、
二
〇
〇
斤
之
鍍
出
灰
吹
高

川
尻
銅
一
、
七
一
一
斤
二
五
之
鍍
出
灰
吹
高

長
登
銅
＝
一
、
九
〇
一
斤
二
五
之
産
出
灰
吹
高

但
州
犬
見
坂
銅
一
、
八
四
五
斤
之
産
出
灰
吹

備
州
加
茂
山
銅
二
、
六
六
五
斤
五
之
鉄
出
灰
吹

　
し
か
し
諸
国
産
銅
高
も
長
崎
御
用
銅
高
も
し
だ
い
に
減
少
す
る
傾
向
を
免
れ
ず
、
延
享
三
（
一
七
四
六
）
年
輸
出
銅
定
高
三
一
〇
万
斤
と
定
め

ら
れ
、
秋
田
・
南
部
・
別
子
の
三
銅
山
の
ほ
か
に
幕
領
諸
銅
山
出
銅
を
買
上
げ
て
こ
れ
に
備
え
た
が
、
宝
暦
四
（
一
七
五
四
）
年
か
ら
は
秋
田
等

の
三
銅
山
の
産
銅
を
も
っ
て
当
て
る
こ
と
と
な
っ
た
。
延
享
元
年
に
は
銅
古
屋
の
地
二
塁
販
売
が
自
由
化
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
叩
売
銅
相
場

も
急
落
し
て
寛
延
三
（
一
七
五
〇
）
年
七
月
に
は
銅
座
は
ま
た
廃
止
さ
れ
た
。

　
宝
暦
十
二
年
二
月
大
坂
町
奉
行
所
よ
り
諸
国
銅
山
一
ケ
年
下
墨
銅
高
の
書
上
を
指
示
さ
れ
、
泉
屋
で
は
別
子
立
川
銅
山
以
外
の
出
銅
高
と
大

坂
廻
着
高
の
委
細
は
知
り
が
た
い
と
し
、
銅
並
屋
仲
間
中
で
吹
い
た
一
ケ
色
分
の
中
高
を
記
し
て
差
し
出
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と

　
　
計
三
、
七
〇
四
、
三
二
六
斤
余

　
　
内
　
一
、
二
七
八
、
三
二
四
斤
　
　
秋
田

　
　
　
　
　
　
七
六
六
、
〇
一
二
六
斤
ρ
余
　
豫
州

　
　
　
　
　
一
、
六
五
九
、
九
六
六
斤
　
　
諸
山
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諸
山
は
二
七
ヶ
所
の
銅
山
の
合
計
で
、
こ
の
内
、
紀
州
永
野
銅
一
九
、
三
九
八
寸
余
、
同
平
野
元
山
釧
二
、
九
九
一
斤
余
と
な
っ
て

①
「
新
居
郡
立
川
村
里
正
年
譜
」
こ
れ
は
明
治
十
五
年
四
月
新
暦
継
立
川
村
庄
屋

　
神
焚
家
で
調
製
し
た
。

②
　
　
「
山
要
録
」
天
保
十
一
庚
子
稔
秋
九
月
笹
谷
貴
慶
序
あ
り
。
阿
仁
園
山
を
中
心

　
と
し
、
鉱
山
の
採
鉱
・
製
錬
な
ど
を
解
説
し
て
い
る
。

　
　
昭
和
五
年
剃
「
颯
純
銀
達
史
」
第
十
章
（
謄
写
版
）

③
⑱
　
住
史
蔵
「
銅
吹
屋
仲
闘
由
緒
轡
」

④
　
同
　
　
　
「
銅
異
圏
売
覚
幌
」

⑤
．
同
　
、
　
「
上
棟
鋼
帳
」

⑥
同
　
「
薫
掛
年
銅
座
禦
想

⑦
「
第
一
次
銅
座
と
住
友
」
参
照
。

⑧
同
　
正
徳
三
年
巳
四
月
「
銅
晶
帯
、
表
ル
子
年
ず
盛
年
迄
五
ケ
年
人
買
入
銅

　
高
井
買
直
段
之
書
付
」

⑨
同
　
正
徳
六
年
申
五
月
「
銅
吹
屋
共
、
正
徳
穴
年
申
四
月
廿
九
日
於
飛
騨
守

　
（
大
坂
晦
牽
行
鈴
木
利
雄
）
被
仰
付
候
辰
年
汐
正
着
年
迄
四
ケ
年
疑
心
着
銅
ラ
伸
員

　
数
井
直
段
付
同
代
銀
高
之
諦
帳
」

⑩
同
　
三
番
「
塗
壁
公
用
帳
」

⑪
　
同
　
　
二
番
「
長
綺
公
用
帳
」

⑫
　
同
　
　
’
「
自
の
五
茄
佐
羅
」
譜
国
山
賃
銀
大
概
。

⑭
　
同
　
　
享
保
二
年
三
月
「
申
年
諸
国
御
割
合
銅
高
藤
代
銀
吹
賃
銀
勘
定
娯
」
、
享

　
保
弐
年
丁
酉
「
銅
会
所
万
覚
帳
」

⑯
　
岡
　
　
享
保
弐
丁
霞
三
月
「
銅
会
所
公
用
帳
拍
」

⑯
　
澗
∵
　
　
寛
ず
保
一
二
繊
六
月
門
門
学
保
弐
西
…
か
ヰ
串
鰯
爾
圏
剥
離
鳶
口
銅
吹
屋
中
鐸
請
杁
留
鵬
庸
囲

　
江
銅
百
斤
二
付
壱
匁
宛
縮
加
候
寄
銀
之
覚
帳
」

⑰
　
同
　
　
　
「
銅
座
｛
力
要
用
控
」
六
番

⑱
　
同
　
　
庚
辰
宝
暦
十
年
正
月
吉
日
「
吹
屋
公
用
帳
」
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四
　
近
世
後
期
の
大
坂
廻
熊
野
銅
と
熊
野
銅
山

　
寛
保
年
盛
諸
国
の
銭
座
は
殆
ど
停
止
さ
れ
、
延
享
二
年
地
田
鼠
販
売
も
自
由
化
し
、
寛
延
三
年
銅
座
も
廃
止
さ
れ
て
、
銅
の
売
捌
が
渋
滞
し

相
場
は
下
落
に
傾
い
た
。
そ
㊨
た
め
小
銅
山
の
休
業
す
る
も
の
多
く
な
り
銅
し
だ
い
に
払
底
し
宝
暦
八
年
吹
銅
一
〇
〇
斤
に
つ
き
銀
一
六
〇
匁
、

、
同
九
年
一
八
七
匁
、
岡
十
年
一
九
ニ
ー
三
匁
、
同
十
一
年
二
一
一
三
一
四
匁
、
同
十
二
年
二
四
〇
i
五
〇
匁
、
’
同
十
三
年
春
二
七
九
匁
と
し
だ
い

に
騰
貴
し
、
同
年
暮
に
や
や
落
着
き
二
六
〇
匁
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
そ
の
夕
明
和
元
（
一
七
六
四
）
年
十
二
月
、
町
奉
行
所
か
ら
の
諸
国
出
銅
取

締
方
以
下
の
質
問
に
対
し
て
、
　
銅
葦
屋
か
ら
諸
国
産
銅
事
情
ρ
銅
値
段
・
銅
売
買
及
び
取
締
方
法
案
な
ど
を
上
申
し
て
い
る
が
、
　
そ
の
中
に
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「
諸
国
銅
積
り
書
之
内
荒
銅
元
直
段
下
直
二
当
り
候
春
菊
存
寄
左
二
奉
申
上
皇
」
と
し
て
、
荒
銅
値
段
の
低
い
＝
ニ
ケ
所
の
銅
山
名
と
値
段
以

下
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
合
計
は
一
四
一
『
五
三
二
斤
代
銀
一
八
二
、
三
一
一
匁
七
分
で
あ
る
が
、
内
紀
州
の
二
山
の
銅
高
は
先
き
の
宝
．
暦
十

二
年
二
月
届
出
と
同
額
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
永
野
銅
　
天
三
九
八
斤
代
二
三
、
二
老
匁
六
猫
漏
○
斤
量
〇
匁
漱
八
斤

　
　
平
野
元
山
銅
　
二
、
九
九
一
斤
代
三
、
八
五
八
匁
四
同
　
　

＝
一
九
匁
同
七
三

　
一
寸
値
段
の
低
い
の
は
、
＝
ニ
ケ
所
の
銅
は
、
或
は
吹
減
（
荒
銅
一
〇
〇
斤
を
吹
銅
と
す
る
に
減
る
分
）
多
く
、
或
は
含
銀
少
な
く
、
或
ば

そ
の
山
で
銅
性
に
よ
り
鉄
と
よ
ば
れ
る
塵
土
を
吹
交
ぜ
る
ゆ
え
と
説
明
し
て
い
る
。
か
よ
う
に
下
値
で
は
山
元
で
は
稼
行
難
儀
と
申
出
る
や
も

知
れ
ず
、
ほ
ぼ
諸
国
三
訂
の
平
均
に
近
い
一
〇
〇
斤
に
つ
き
一
五
〇
匁
と
し
、
合
計
高
に
対
し
銀
三
一
、
九
八
六
匁
三
の
補
償
方
を
考
慮
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

い
た
だ
け
れ
ば
或
は
相
続
も
可
能
か
と
述
べ
て
い
る
。

　
以
上
は
や
が
て
三
度
銅
座
設
立
の
た
め
の
準
備
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
明
和
三
年
六
月
に
な
っ
て
大
坂
の
過
書
町
の
長
綺
銅
会
所
を
銅
座
と

し
た
。
即
ち
諸
国
銅
は
銅
座
が
一
手
に
引
請
け
、
こ
れ
ま
で
の
銅
陣
屋
・
銅
問
屋
の
銅
取
扱
は
銅
座
が
す
べ
て
こ
れ
を
差
配
し
、
銅
座
が
諸
国

銅
を
残
ら
ず
買
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。
長
崎
御
用
銅
取
扱
は
ほ
ぼ
以
前
の
と
お
り
で
あ
っ
て
銅
吹
屋
が
賃
吹
し
て
檸
銅
と
し
、
包
装
料
・
運
賃

等
の
諸
入
用
は
銅
座
か
ら
支
払
わ
れ
て
長
崎
へ
廻
送
さ
れ
た
。
地
図
銅
向
き
の
諸
国
銅
も
銅
座
が
す
べ
て
買
上
げ
て
銅
吹
屡
に
賃
吹
さ
せ
て
銅

座
か
ら
売
出
す
こ
と
と
し
た
。
諸
国
銅
の
受
入
は
こ
れ
も
従
来
ど
お
り
銅
吹
屋
・
銅
問
屋
が
行
っ
て
い
て
、
銅
座
か
ら
口
銀
を
支
給
さ
れ
た
。

地
売
銅
の
販
売
は
細
工
職
が
直
接
に
銅
座
よ
り
購
入
す
る
ほ
か
に
、
銅
吹
管
・
仲
買
か
ら
も
買
入
れ
た
が
、
そ
の
値
段
は
銅
座
帳
紙
型
段
即
ち

銅
座
の
公
定
値
段
に
よ
り
、
銅
吹
屋
・
仲
買
に
対
し
て
は
銅
座
か
ら
日
銀
が
与
え
ら
れ
た
。

　
宝
暦
四
年
以
後
は
長
崎
御
用
掛
は
秋
田
・
南
部
・
別
子
の
銅
を
も
っ
て
当
て
ら
れ
、
僅
か
に
他
山
銅
を
も
っ
て
補
足
し
た
年
も
な
い
で
な
い

が
そ
れ
は
稀
れ
で
あ
っ
た
。
犀
川
三
年
銅
座
設
置
以
来
す
べ
て
大
坂
へ
廻
送
す
る
こ
と
を
定
め
ら
れ
た
三
山
以
外
の
諸
国
銅
は
地
売
銅
向
き
で

あ
る
と
見
て
よ
い
。
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明
和
三
年
以
後
の
紀
州
永
野
銅
、
同
平
野
元
山
銅
の
銅
高
、
一
〇
〇
斤
に
つ
き
銅
座
買
入
値
段
、
代
銀
高
と
、
諸
山
（
秋
田
等
三
山
以
外
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

端
山
と
呼
ぶ
）
の
総
買
入
高
、
一
〇
〇
斤
に
つ
き
平
均
値
段
、
総
代
銀
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
　
（
銅
は
も
と
よ
り
潮
曇
）

　
平
野
銅
は
明
和
三
、
安
永
三
両
年
は
平
野
元
山
銅
と
あ
り
、
他
は
平
野
銅
と
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
尻
響
銅
が
明
和
四
年
一
、
二
＝
二
斤

代
一
、
九
六
九
匁
六
、
一
〇
〇
斤
に
つ
き
一
六
〇
匁
、
同
六
年
六
〇
九
斤
三
代
九
七
四
匁
八
八
、
同
一
六
〇
匁
と
あ
る
。
尻
見
は
元
禄
初
年
の

収
理
見
、
　
「
宝
の
山
」
の
し
り
け
ん
で
あ
り
、
史
料
B
の
尻
見
で
あ
る
。
永
野
・
平
野
銅
の
値
段
は
諸
国
荒
銅
平
均
よ
り
や
や
低
く
、
尻
見
銅

は
む
し
ろ
や
や
高
い
。

　
さ
て
熊
野
銅
山
中
に
は
元
禄
以
前
す
で
に
稼
行
さ
れ
た
明
証
の
存
す
る
も
の
が
多
い
。
実
際
に
は
そ
の
開
発
が
寛
文
、
延
宝
な
い
し
そ
れ
以

前
に
湖
り
う
る
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
内
で
主
要
な
銅
山
と
な
っ
た
も
の
は
永
野
（
那
智
山
）
銅
山
と
推
察
さ

れ
、
平
野
な
ど
が
こ
れ
に
次
い
だ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
状
勢
は
ほ
ぼ
寛
政
年
中
、
耶
ち
一
八
世
紀
末
ま
で
変
化
な
か
っ
た
ら
し
い
。

　
前
に
も
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
諸
国
銅
の
値
段
が
決
め
ら
れ
る
主
要
な
条
件
は
、
吹
減
の
程
度
、
出
灰
吹
銀
の
多
少
、
他
の
交
雑
物
の
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た
だ
し

具
合
等
で
、
そ
れ
を
験
査
す
る
た
め
糺
吹
が
実
施
さ
れ
る
。
荒
塗
一
〇
〇
斤
に
つ
き
当
時
出
灰
吹
銀
七
匁
以
下
で
は
製
錬
入
用
に
対
し
引
合
わ

ぬ
の
で
、
合
吹
・
南
蛮
・
灰
吹
こ
の
三
工
程
を
一
般
に
銀
鋏
或
は
南
蛮
吹
と
も
呼
ん
だ
が
、
こ
れ
を
実
施
し
な
か
っ
た
。
こ
の
種
の
銅
を
大
坂

で
は
間
（
真
）
吹
銅
（
物
）
と
い
っ
た
。
型
吹
は
銅
製
屋
か
ら
代
表
者
が
出
て
行
わ
れ
る
。
明
和
三
年
銅
座
を
設
け
た
当
時
に
、
諸
国
銅
に
つ

い
て
、
そ
の
吹
減
・
出
灰
吹
銀
高
・
燃
鉛
（
玉
響
の
た
み
消
費
さ
れ
る
鉛
）
高
が
表
示
さ
れ
て
い
た
。
紀
州
銅
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

永
野
銅
　
　
　
吹
減
六
斤
　
出
灰
吹
銀
六
匁
　
燃
鉛
七
斤

平
野
元
山
銅
　
　
　
六
斤
　
　
　
　
　
五
匁
　
　
　
七
斤

　
銅
座
が
置
か
れ
て
、
七
月
以
来
銅
吹
屋
を
し
て
糺
吹
を
行
わ
せ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

月
、
吹
減
・
出
灰
吹
銀
高
・
燃
鉛
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

同同天同文同同同文
　　保　政　　　化
　　四五五一〇〇六　　一　　一　　h　　N　　h　　S　　｝

同同十　壬　一
　　二三正正二六六

貝
岐
銅

楊
枝
銅

楊
枝
口
印
銅

片
木
銅

貝
岐
銅

楊
枝
銅

楊
枝
銅

楊
枝
銅

貝
岐
銅

　
吹
減

九
斤
九

九
斤
八

　
七
斤
九

四
三
斤
一

　
八
斤
九

一
二
斤
一

　
八
斤
七

　
七
斤
六

　
六
斤
六

出
灰
吹
銀

燃
鉛

諸
国
銅
の
そ
れ
ぞ
れ
の
定
例
と
し
た
。
紀
州
銅
に
つ
い
て
の
糺
吹
の
年

　
七
匁
七
　
　
七
斤
三

七
匁
六
　
　
九
斤
八

二
二
匁

一
〇
白
陶
　
　
常
直
三

五
匁
二
　
　
　
蟹
江
一
二

備
　
　
考

出
白
目
一
斤
六

出
鉛
一
四
斤
六

出
白
目
二
分
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歪
面
は
岡
山
銅
に
つ
い
て
変
化
な
い
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
毎
年
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
同
山
色
で
も
特
殊
の
も
の
や
、

新
山
銅
に
つ
い
て
は
も
と
よ
り
実
施
さ
れ
た
。
き
て
以
上
に
よ
る
と
貝
岐
銅
は
出
灰
吹
銀
が
少
量
で
あ
っ
て
大
坂
で
い
う
間
吹
銅
に
属
す
る
。

楊
枝
銅
と
い
わ
れ
る
も
の
に
、
か
な
り
性
質
の
差
が
あ
り
、
夫
王
十
四
年
十
二
月
十
油
島
吹
の
分
は
出
灰
吹
銀
五
匁
二
分
で
間
吹
物
に
類
し
、

同
月
十
四
日
の
糺
吹
に
は
島
々
を
行
わ
な
か
っ
た
。
片
木
銅
は
銅
が
少
な
く
銀
を
多
量
に
含
み
、
鉛
の
含
有
も
か
な
り
多
い
。
白
目
は
蒼
鉛
を

い
う
場
合
も
多
い
が
、
錫
・
亜
鉛
等
を
も
合
わ
せ
て
よ
ば
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
風
吹
の
実
施
記
録
に
よ
る
と
、
永
野
・
平
野
銅
は
全
く
出
な
い
。
こ
れ
は
必
レ
も
こ
の
両
山
銅
の
大
坂
廻
着
が
皆
無
で
あ
っ
た
証
拠
と
は
い

え
ぬ
か
も
知
れ
な
い
が
、
他
の
以
前
か
ら
の
諸
国
銅
の
例
に
照
し
て
も
廻
銅
を
想
像
す
る
は
無
理
で
あ
る
。
文
化
頃
か
ら
永
野
・
平
野
銅
に
替

っ
て
貝
岐
銅
・
楊
枝
銅
が
現
わ
れ
る
。
た
だ
し
片
木
津
山
は
現
在
の
と
こ
ろ
未
だ
所
在
が
つ
か
め
な
い
。

　
杉
原
寿
山
は
「
近
年
ノ
上
編
ヲ
左
二
出
ス
」
と
し
て
、
文
化
か
ら
文
政
に
か
け
て
の
公
用
銅
（
長
崎
御
用
銅
）
と
他
覚
銅
（
地
売
店
）
の
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

山
銅
高
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
他
古
銅
中
に
、
紀
州
貝
鐘
憎
憎
、
三
万
斤
、
同
楊
枝
銅
一
万
斤
ほ
ど
と
い
っ
て
い
る
。
天
保
十
二
（
一
八
四
一
）

年
に
「
銅
座
へ
相
廻
り
地
謡
銅
面
分
曾
と
し
て
諸
山
銅
合
計
四
八
四
、
九
九
六
斤
一
と
報
告
し
た
記
録
が
あ
る
が
、
そ
の
内
で
紀
州
楊
枝
銅
三
、

〇
一
〇
斤
六
、
同
室
岐
銅
八
、
○
八
七
斤
六
と
み
え
る
。
同
十
三
年
は
銅
座
地
面
銅
壷
着
呼
合
計
六
九
〇
、
一
〇
三
斤
三
で
、
、
内
貝
合
二
三
〇
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

九
三
一
斤
と
あ
り
、
同
十
四
年
は
同
じ
く
廻
着
艦
合
計
七
〇
八
、
六
〇
八
三
六
で
、
内
貝
岐
銅
二
〇
、
六
九
三
斤
二
と
あ
る
。
嘉
永
二
（
一
八

四
九
）
年
七
月
、
銅
吹
屋
か
ら
銅
座
役
所
ぺ
、
弘
化
三
…
嘉
永
元
（
一
八
四
六
i
四
八
）
年
三
ヶ
年
の
諸
銅
山
平
均
産
高
よ
り
推
し
て
大
坂
廻
着
銅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

高
の
見
積
高
を
届
け
て
い
る
が
、
揚
枝
銅
は
七
、
七
五
四
斤
三
と
し
て
い
る
。

、
囁
以
上
に
よ
る
と
｛
九
世
紀
に
入
っ
て
主
潔
し
て
貝
岐
．
楊
枝
二
銅
山
が
稼
府
さ
れ
て
お
り
、
天
保
頃
は
貝
岐
銅
鉱
高
は
一
時
は
か
な
り
多
か

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
「
紀
風
」
の
楊
技
川
村
枝
郷
倉
枝
村
の
条
に
、
r
鉛
山
を
税
明
し
↓
村
の
乾
に
あ
り
銅
鉛
二
種
を
出
す
と
し
、
元
和
頃
開
発
し
や
が
て
廃
し
、

寛
文
頃
に
再
掘
し
宝
暦
願
止
め
、
文
化
九
年
よ
り
掘
り
は
じ
め
た
匙
あ
る
。
こ
の
所
伝
に
あ
っ
て
文
化
九
年
よ
り
掘
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で

62　（736）
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あ
ろ
う
。
さ
て
鉛
は
携
帯
の
た
め
に
も
多
最
に
必
要
と
さ
れ
た
が
、
文
化
七
年
頃
に
は
大
坂
で
払
底
し
て
お
り
、
八
月
幕
府
は
銅
座
で
鉛
を
一

手
に
買
上
げ
さ
せ
る
こ
と
と
し
、
泉
屋
に
お
い
て
荒
鉛
の
吹
方
を
命
じ
た
。
鉛
荷
主
へ
支
払
う
仕
切
銀
は
、
銅
座
か
ら
の
指
示
あ
り
次
第
に
泉

屋
が
取
替
え
渡
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　
文
化
九
年
中
に
泉
屋
が
受
取
っ
た
書
卓
は
合
計
三
四
一
、
一
六
三
斤
一
で
、
内
感
鉛
九
六
、
二
五
五
牧
山
を
吹
い
た
黒
鉛
は
九
三
、
〇
二
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
三
七
）

斤
四
で
あ
り
、
こ
れ
を
銅
座
へ
届
け
、
残
り
荒
鉛
二
四
四
、
五
四
五
斤
四
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
右
の
銅
座
孤
高
の
内
で
紀
州
鉛
の
樟

鉛
一
三
、
五
三
六
高
岸
で
こ
れ
は
紀
州
荒
鉛
一
四
、
0
＝
二
斤
よ
り
吹
か
れ
た
の
で
、
目
減
一
〇
〇
斤
に
つ
き
三
等
四
と
計
算
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
三
七
）

ま
た
残
り
黒
鉛
二
四
四
、
五
四
五
斤
四
の
内
に
、
楊
枝
鉛
（
荒
鉛
）
一
三
、
〇
七
六
斤
三
と
記
さ
れ
る
。
さ
ら
に
文
化
十
一
年
中
に
泉
屋
へ
廻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

着
し
た
諸
国
零
点
は
七
一
五
箇
（
一
箇
n
一
〇
〇
斤
）
で
、
そ
の
内
に
紀
州
下
枝
鉛
一
一
五
箇
日
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
と
き
の
諸
国
荒
鉛
は

越
後
鉛
（
岩
船
郡
葡
萄
黒
鉛
で
あ
ろ
う
）
二
九
四
箇
を
は
じ
め
七
ケ
所
の
出
鉛
で
あ
っ
た
。
し
か
し
や
が
て
鉛
の
出
廻
も
増
加
し
値
段
も
安
く

な
っ
て
き
て
、
文
化
十
二
年
に
は
銅
座
の
一
手
買
上
も
中
止
さ
れ
た
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
当
時
楊
枝
山
で
は
鋼
も
多
少
出
し
た
が
、
む
し
ろ
鉛
が
多
く
「
耐
風
」
に
熊
山
と
記
す
の
も
も
っ
と
も
か
と
思
わ
れ
る
。

　
鉛
は
銅
銀
と
と
も
に
産
し
た
鉱
山
は
諸
国
に
例
が
少
な
く
な
い
。
熊
野
で
も
車
載
銅
山
は
「
宝
の
山
」
の
一
書
に
、
車
取
鉛
山
と
あ
っ
て
、

「
山
の
五
茄
佐
良
」
に
車
取
鉛
山
の
等
方
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。
即
ち
石
銀
（
鉛
鉱
石
）
篇
斗
樽
（
五
〇
貫
目
詰
）
三
箇
計
一
五
〇
貫
目
を
四

つ
吹
と
す
る
の
が
本
前
で
、
こ
の
ほ
か
に
、
床
ぬ
く
め
と
呼
ん
で
炭
を
入
れ
汰
物
な
ど
を
吹
く
一
吹
が
あ
り
、
以
上
を
朝
潮
と
称
し
て
五
つ
吹

と
な
る
と
い
う
。
ま
た
銅
吹
に
つ
い
て
黒
髭
は
樽
一
箇
五
〇
貫
翼
ず
つ
を
三
ツ
吹
し
、
ぞ
礼
よ
り
採
っ
た
鍍
を
一
番
と
す
る
と
い
い
、
賃
銀
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
な

永
野
銅
山
同
誌
と
あ
る
。
紀
伊
で
は
、
鉛
白
と
し
て
は
「
紀
風
」
田
辺
荘
鉛
山
村
（
現
在
は
白
浜
町
）
に
記
す
も
の
が
疑
わ
れ
て
い
た
。
同
書

に
は
、
　
「
い
つ
の
頃
ま
で
馨
り
し
か
、
元
和
の
頃
の
下
文
に
猶
鉛
を
掘
る
定
書
等
訪
れ
と
も
其
事
は
既
に
絶
え
た
り
と
見
ゆ
云
々
」
と
あ
っ
て
、

採
鉛
は
近
世
前
期
に
は
や
く
絶
え
た
よ
う
で
あ
る
。
同
書
に
ま
た
岩
田
郡
鮎
川
村
（
現
在
は
上
富
田
町
）
の
条
に
、
鉛
山
谷
を
述
べ
て
門
村
の

東
に
あ
り
、
旧
く
よ
り
畷
穴
あ
り
、
近
年
又
鉛
を
馨
り
し
に
今
又
廃
す
」
と
い
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
文
化
以
来
の
紀
州
鉛
は
楊
枝
の
雷
干
で
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あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

①
　
住
史
蔵
明
和
元
甲
申
年
極
月
十
一
日
「
諸
国
銅
山
惣
括
覚
書
」

②
「
大
意
書
」
二
四
（
「
近
世
被
土
経
済
叢
書
」
第
七
巻
）

③
佐
史
蔵
文
政
五
三
年
「
御
用
諸
山
銅
吹
留
帳
」
所
収
の
明
和
三
盛
成
年
七
月
汐

　
銅
座
御
二
王
定
例
。

④
「
鉱
夫
雑
談
」
巻
一

⑥
向
山
源
太
夫
「
瓢
炉
誠
斎
雑
記
」
㈲
甲
辰
雑
記

⑥
往
補
講
「
年
々
諸
朝
州
」
十
四
番
。

⑦
　
同
　
　
　
「
文
化
十
一
甲
成
役
所
書
上
大
勘
定
帳
写
」

〔
付
記
〕

　
熊
野
銅
山
の
代
表
的
稼
行
人
で
、
和
歌
山
に
住
し
大
坂
に
出
店
を
持

ち
、
銅
屋
・
銅
酒
屋
を
営
ん
だ
熊
野
屋
彦
太
郎
（
彦
太
夫
）
家
に
つ
き

…
節
を
設
け
述
べ
る
積
り
で
あ
っ
た
。
し
か
し
紙
数
の
都
合
も
あ
り
、

別
に
発
表
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
撃
発
教
授
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The　Establishment・of　the　Venetian　Nobility　as　a，Ruling

　　　　　　　　　　　　　　Class　and　lts　Background

by

Mitsuaki　Nagai

　　Th6　esta戸1呈shm甲t　of　the　venetian　nobllity．a＄．．．q．．「rtil’ing．　class．was

hot　made　ih　the　Serrata’　（‘the　Closing　iof’the　Great　Couricil’）　of　1297，

but　completed　throthgh　the　lbng　proceSs　of　the　fourteeBth　century．

Ip岬牟h・S・吻・吻S．　n6t．・t蜘ph・f・箪・1圭9・・ckY・ver・th・pe・P1・・

わ瞬耳f孕ρt・、．繭d・・i・琴・f．th・．．・uli・g・lass　i・．・．fq・h茸9・desig・・d

l欝譜t6．．．．岬erate．．t’te，si蜘f　f孕rt’o融融co甲mgne「s

亡hl血G畿。溜鷺ll，器1諜，、捷鋸、盤ぎ麓窪．纏溜

Qpe　，of．the　nobl．e　f．　aiT｝i！i’es　dies　out．　But　．this　prQyo6al　was　rejectdd　by

tlte’　du’cal　council．　 The　’rejeetion　of　this　proposal’SYmbolizes　a　defi．nitive

change　in　the　nature　of　the　venetlan　aristocriaby．’

　　In　this　article，　1　have　researched　the　social　and　mental　background

of　the　e串tab！脚e頗．中e　venrtian　nobi1呈ty・qp　a．r吻琴．＝cl号ss　in　the

fourteenth　centurY．

　　The　mood　of　the’・nobility　in　the　later　fourteenth　century　was　a

response　to　the　economic　depression，　and　was　reinforced　by　the

depression’s　main　effects，　from　the　stiff　competkion　for　the　shrunl〈en

markets　to　the　wldespread　use　of　slaves．　This　mood　constitutes，　on

the　psychologlcal　level，　the　exclusive　attitude　of　the　venetian　nobility．

AStudy　on．the．　H．istory　of　Kptmano熊野Copper　Mines．．

by

Atsushi　Kobata

　It　has．　been　known，　that　copper．　mines．　existed　in　the　Kumano　reglon

which．．．includes　Minami－Muro　District南牟婁郡gf．　Mie　Prefecture三重

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（842）



県and　Higashi－Muro　District：東牟；婁郡of　Waleのyama　Prefecture和歌山

県．The　literature　in　the　Edo江戸Period　often　referred　to　the　coPPer

mines　in　the　Kumano　region．　lt，　a｝so，　reported　scores　of　names　of

those　mines，　most　of　which　had　been　already　exploited　in　the　former

term　of　the　Edo　Period．　Moreover，　mining　in　those　mines　was　done

on　the　large　scale　even　in　the．Showa昭和Period．

　　Nevertheless，　it　cannot　be　said　that　details　on　the　circumstances　of

these　mlnes　have　been　well　investigated．　We　cannot　locate　surely

many　of　those　mines．　lt　has　not　been　made　clear　which　the　main

mine　was．　Furthermore，　neither　the　amount　of　the　product20n　nor　the

process　of　producing　the　copper　has　been　made　known．

　　This　article，　therefore，　aimed　at　throwing　light　upon　the　conditions

of　these　mines．　As　we　1ack　historical　sources　which　are　directly

concerned　wkh　the　Kumano　copper　mines，　1　’ 翌盾普Id　like　to　utilize，　at

the　same　time，　the　historical　materials　of　Osaha大阪which　illustrate

the　transportation　of　the　copper，　the　sa！e，　and　the　refinement　of’ 狽??

copper　ore．

　　Best　of　al！，　1　appreciate　greatly　the　devoted　cooperatioR　of　the　！ocal

historians　in　the　Kumano　region．

The　Popular　Movement　of　the　Provincial　City　in　the

　　　　　　　　　Middle　and　Latter　Period　of　1920s

by

Yukio王to

In　Toyooka豊岡Town（today　City），砺ogo兵庫Prefecture，　man　can
find　a　SYstem，　in　which，　besides　the　old　influential　men，　the　repre－

sentatives　of　the　uRprivileged　middle　class　could　come　to　express　their

poiitical　opinlons　through　the　process　of　the　general　election　in　1924．

Then，　from　the　problem　on　allotment　of　Gienflin二二金　for　the

Taj．imashinsai但馬震災三n　May　of　1925，　a　popuiar　movement　by　the

Risaiminkai罹災民会arose　in　that　autumn．　And　in　Ju五y　of　1926　it

became　the　base　for　the　organization　of　TOjima但馬branch　of　the

Rodonominto労働農民党with　the　movement　for　autonomy　of　the
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